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③
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ｌ指導計画作成の立場

（１）基本的な考え方

一般に，目的的に行動することに乏しいと言われる精神発達遅滞児にとって，造形的な表現

活動を体感していく過程で具体的に物にかかわり，自分なりの取り組みの結果として何らかの

作品が出来上がるという経験は，自己の能力を再確認させたり，自己を表現するより多くのス

キルを獲得させたりすることにつながる。それと同時に，児童生徒の本来持つ表現欲求を満足

させ，自己実現を図りながら表現することの喜びや楽しさを味わわせる場ともなる。さらに，

これらの結果として，新たなものを受け入れ，創造的な活動を引き出し，外界への主体的なか

かわりを豊かにしていくことに結び付いていくものと考える。また．造形活動は，自らが生み

出した線や色，形，あるいは外界の事物・事象を知覚しイメージとして受け止めたり，自分の

イメージしたものを手指等を使って表現したりするという過程であり，イメージを操作すると

いう抽象的な操作を含んだ視覚的思考を育てる場ともなる。

本校の児童生徒は，休み時間に既存の遊具で遊んだり，絵を描くなどの造形的な遊びを行っ

たりはしているものの，活動を十分に楽しみ，自ら進んで新たな造形表現活動を展開していく

ことは少ない。また，手を十分に働かせて物を作ったり，目的や用途に合わせて創意工夫して

活動したりする姿もあまり見られない。

そこで本校の図画工作。美術では，まず，児童生徒が進んで活動を楽しみ，表現する喜びを

味わえるようにしていきたい。そして，それらの活動の中で，様々 な素材や用具に’慣れ親しま

せるとともに，色や形などの造形感覚や能力，造形的な操作をするための技能を育てながら，

児童生徒の持つイメージをより豊かなものとし，それらを表現していくための創造的な能力を

育てるようにしていきたい。

具体的には，児童生徒の造形活動の発達段階や特性に応じ，造形遊びや興味。関心のある表

現活動を設定するとともに，児童生徒の表現したい内容を豊かにし，体全体で感じ取らせ表現

させたり，主体的な表現を引き出したりする。また，製作の過程においては，一人一人の表現

ノノ法に応じた指導を行い，その思いを共有したり，｜膨らませたりしていくようにし，表現する

楽しさや喜びを味わわせていくようにする。さらに，様々 な材料や川具に触れさせながら，多

様な表現の方挫を経験させ，向分の思いをより暇かに表現できるようにしていく。これらの老・

えﾉjを班本としながら，各学部では次のような指導を巻えていきたい。

小学部の児施は，花体的な外界への働き掛けが弱く，ｍら物を扱ったり，素材に親しみ，探

衆したりなどすることがあまり兄られず，１１と下の協応，手指の機能の成熟などに裸迦も兄ら

れることがある。また，なぐりがきと意味付けを繰り返し，イメージを蝦かにしながら表現へ

Ｉｉｌ１かう段階でもある。そこで，楽しみながら行える造形遊びを取り入れ，様々 な材料に友述や

教師と一緒に触れ合い，周りの物に職種的に働き掛け，形を変化させるという造形体験をM1脇

に持たせていきたい。さらに児瀬の表現活動の過牒を大切にし，様々 な形が/l具み出されるよう

な［犬をするとともに，衣呪の内容を共打し，典に世味付けしていくようにしたい。

’'１学部の/l;徒は，｜'|分のつくったものに記悪としての葱味を持たせ，それらを)IＩiべて柄をし

たり，『1分の知っていること，経験したことをかいたりする。さらに，物と物との側係を把握

し，空liMを蝋激して術成するようにもなる。そこで，教師や友述に伝えたくなるような蝦かな

体!験をさせ，表現怠欲を尚めるようにしていきたい。また，様々 な楽材を与え，いろいろな衣
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現方払を経験させていくこととともに，色や形，それらのまとまりなどへの興味。関心を持た
せるようにしていきたい。

高等部の生徒は，脚分の表現したいものと表現しようとしているものとの矛后が少なくなる
ように工夫を重ねるようになる。対象をよく見て表現しようとしたり，自分のイメージした作
品に作り上げるために様々 な方法を駆使したりするようにもなる。そこで，この段階において

は，物のいろいろな部分の形に注目させたり，友達との共同の作品つくりを取り入れたり，身
近な作品への関心も持たせたりして，いろいろな表現の方法があることに気付かせるようにし
ていきたい。

(2)目標

○初歩的な造形活動を通して，身近な材料や用具に進んで触れたり，自分なりの方法で造形活

動したりできるようにするとともに，造形表現することへの興味・関心を持たせ，表現の再び

を味わわせる。

○造形活動を通して，身近な材料や用具を工夫して自分の表わしたいものをかいたり，つくっ

たりできるようにし，表現の喜びを味わわせるとともに，身近な造形作品のよさや美しさに気

付かせ，豊かな情操を養う。

○造形活動を通して，自分の表わしたいものを創造的に表現できるようにし，表現の喜びを味

わわせるとともに，身近な造形作品のよさや美しさに関心を持って見ることができるように

し，豊かな情操を養う。

(3)指導計画作成上の配慮事項

①題材については，児童生徒の造形活動の発達段階や生活と結び付いた興味・関心のある題材

を考慮して設定する。

②各題材においては，一人一人の児童生徒の表現方法が十分に生かされるように，活動内容を

柔軟に対応させられるようにする。

③絵画的内容，工作的内容をバランスよく配列するとともに，適宜共同製作を取り上げ，友達

との共同による創造体験をさせるようにする。

④目標や活動内容は，学習指導要領解説に示されている具体的内容を基に，児童生徒の実態に
応じて，小学部１～３，中学部４，高等部５のそれぞれの段階を基準として設定する。

⑤授業時数は，週２時間で年間35週として算定し，児童生徒の実態に応じて各題材に柔軟に配
当できるようにする。

２活用上の留意点

（１）題材名は，大まかなまとまりを持ったものとして設定してある。活用に当たっては，児童生徒
の実態に応じた表記で提示する。

（２）題材によっては，表現技法や材料用具に柔軟性を持たせ，児童生徒の表現方法に応じて活動が
できるように表記されたものがある。指導に当たっては，児童生徒の経験や造形活動の発達段階
に応じて適宜選択して取り扱うようにする。

(3)学習の内容や目標は学部・学年を考慮し段階別に設定してあるが，児童生徒に応じた活動を期
するために関連内容を参考に内容を発展的に取り扱っていくようにする。

－４０８

’

’



図画工作・美術科題材一覧表

※「内容」の数字は，１（材料を基にした造形遊び），２（見たこと，感じたこと，想像したことを絵や立体に表現する活動），３（生活を楽しくするものや

飾るもの，伝え合うものをつくる活動）を示す。

心
○
の

月

小学部低学年

題材名 内容 ページ

小学部中学年

題材名 内容 ページ

小学部商学年

題材名 内容 ページ

中 学部

題材名 内容 ページ

等 部‐言
『詞】

題 材名 内容 ページ

４

砂で遊ぼう

こいのぼりをつくろう

１

３

4１０

4１０

先生や友達をかこう

こいのぼりをつくろう

２

３

４１９

４１９

先生や友達をかこう

こいのぼりをつくろう

２

３

4２９

4２９

見てかこう

こいのぼりをつくろう

２

３

4３８

4３８

顔をつくろう ２ 4４６

５ 動物をかこう ２ 4１１ 動物をかこう ２ ４２０ 動物をかこう ２ 4３０ 動物をかこう ２ 4３９ 風景をかこう ２ 4４６

６

７

粘土で遊ぼうＩ

色紙で遊ぼう

からだにぬろう

１

１

１

4１１

４１２

４１２

粘土でだんごをつくって

遊ぼう

色紙で飾りをつくろう

花火をかこう

２

３

２

４２０

４２１

4２１

粘土で動物をつくろう

色紙で飾りをつくろう

船をつくろう

２

３

３

4３０

４３１

４３１

くるまをつくろう

いかだをつくろう

七夕飾りをつくろう

３

１

３

４３９

4４０

4４０

使うものをつくろう ３ 4４７

９

並べて遊ぼう

旗をつくろう

１

３

４１３

４１３

夏休みの思い出をかこう

旗をつくろう

運動会をかこう

２

３

２

4２２

4２２

4２３

夏休みの思い出をかこう

旗をつくろう

運動会をかこう

２

３

２

４３２

４３２

４３３

ポスターをかこう

こんな仕事をしてみたい

３

２

4４１

4４１

ポスターをつくろう

運動する人をつくろう

３

１

4４７

4４８

１０

１１

１２

箱で遊ぼう

粘土で遊ぼうⅡ

飾って遊ぼう

(みこし・お店つくり）

あわせ絵をしよう

ポンポン押そう

１

１

３

１

１

4１４

4１４

4１５

4１５

4１６

箱で遊ぼう

粘土で果物をつくろう

つくって飾ろう

(みこし・お店つくり）

うつし絵をしよう

スタンプをつくろう

１

２

３

１

１

4２３

4２４

4２４

4２５

4２５

箱で遊ぼう

紙粘土でつくろう

みんなでつくって飾ろう

(みこし・お店つくり）

版画をしよう

１

２

３

２

４３３

４３４

4３４

4３５

お面をつくろう

ポスターをかこう

カレンダーをつくろう

クリスマスのかざりをつ

くろう

３

３

３

３

4４２

4４２

4４３

4４３

動くおもちゃをつくろう

仕事をする人をかこう

３

２

4４８

4４９

１

２

３

つくって遊ぼう

鬼の面をつくろう

積み木を並べよう

ひな人形をつくろう

プレゼントをつくろう

３

３

１

３

３

４１６

４１７

４１７

４１８

４１８

つくって遊ぼう

鬼の面をつくろう

いろいろな材料でつくる

つ

ひな人形をつくろう

プレゼントをつくろう

３

３

１

３

３

4２６

4２６

４２７

4２７

4２８

つくって遊ぼう

鬼の面をつくろう

いろいろな材料でつくる
”

つ

ひな人形をつくろう

プレゼントをつくろう

３

３

１

３

３

4３５

4３６

4３６

4３７

4３７

たこをつくろう

人形をつくろう

プレゼントをつくろう

記念品をつくろう

３

２

３

３

4４４

4４４

4４５

4４５

飛ばして遊ぼう

記念品をつくろう

３

３

4４９

４５０



小学部低学年

題材 砂で遊ぼ
や

つ 月（時数） 4月（２時間）
－

－

目 標 ○砂で山をつくったり，穴を掘ったりして体全体を使って遊ぶ楽しさを味わわせる。

主な学習活動･内容 留 意点 準備 閃述内容

１砂遊びについて話を聞く。 ｡ 砂を口に入れたり，目に入ったりしな °スコップ

いように安全には十分注意する。 °バケツ

２砂で自由に遊ぶ。
。 汚れてもよい服を着せ，素足で砂場に

。 じょうろ 逆２－(3)

(1)砂で山をつくったり ツ 穴を 入らせるようにする。 ・コップ 図1-1,3

掘ったり ， 型抜きをしたりす ｡ 手足を直接砂に触れさせて砂の感触を 。プリンな

る◎ 十分に味わわせたり，遊具等を豊富に準 どの空容

備して楽しく活動させたりする。 器

(2)砂に水を掛けて混ぜ，泥ん
０ 自由に手足に塗り付けたり，おだんご ｡車など 図１－２

こ遊びをする。 をつくったりして遊ぶ。

１
３後始末をする。

● 自分で使った道具などの後始末をさせ

るようにする。

牝･手１－２

題材 こいのぼりをつくろう 月（時数） ４月（２時間）

目標
○自由に模様をかいたり，手形を押してうろこをつくったりして，こいのぼりをつくることができ
るようにする。

主な学習活動・内容 留意 準備 関迎内容

１「こいのぼり」の歌を歌う。
⑨ こいのぼりを見せたり，歌を歌わせた 。こいのぼ

りすることにより，こいのぼりのイメー り

ジを持たせる。

２こいのぼりをつくる。 。こいのぼりの本体は，あらかじめ，ビ 。こいのぼ 図１－５

（１）本体にパスなどで自由に力、 ニール袋などでつくっておく。 り(本体）

いたり塗ったりする。
。 子供たちの自由な造形意欲を認めるよ ｡画用紙

ア

つにし，技能的な面の指導が前而に出過 。パス

(2)
や

つ ろこの型紙に手形押しを

して，本体にはる。
●

ぎないようにする。

絵の具の付いた手を口に入れないよう

｡絵の具 図１－６

2－１１

に，安全には十分注意する。

(3)目玉やひれをはる。
、 目玉はつくっておき，みんなで位置を °セロハン 図１－１１， 1２

確認しながら本体にはらせる。 テープ

３作品を見たり，揚げたりす

る◎

。できあがったこいのぼりを飾ることに

より，作り上げた喜びを味わわせる。

図１－１５

道１－(2)
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４１１

題材
、
』
ノ古 一一

－

▲ で 遊ぼうＩ 月（時数） 6ﾉリ（４時間）

側標
○これたり．のばしたり，ちぎったりする活動を通して，粘土に'殴れさせるとともに，粘土で遊ぶ

楽しさを味わわせる。

、

な学課活動・内容 留意 準 伽 関連内容

ｌ粘土遊びについて話を聞く。

２粘土遊びをする。

○これる

○のばす

○ちぎるなど

３後始末をする。
－－_

｡

●

●

●

指の力の弱い了･供には，あらかじめ粘

上を柔らかくして与える。また，粘士を

１１に入れる子供たちには，小麦粉粘土を

卿iliするなどして，安全Ilj・術ﾉ剛iに気

を付けるようにする。

粘|:をたくさん準伽し，ｊ'･供たちが｜・

分に粘|:に触れられるようにする。

教師も一緒に，のばしたり，ちぎった

りすることによって，子供たちと活動を

楽しむようにする ◎

偶然にできた形に対する-12供たちの禿

想を人切にしながら，ほめたり，ｉ認めた

りしていく ０

･油粘1：

･小麦粉粘

土

･粘化板

図１－４

道４－(1)

題材 動リ勿を力､こ
一

つ (スケッチ大会） 月（時数） ５月（６時間）

目標 ○動物を見ながら， 画面いつぱいに伸び伸びと表現することができるようにする。

主な学習活動・内容 留意 準術 関連内容

ｌいろいろな動物を見る。

２好きな動物をかく。

（１）かきたい動物を決める。

(2)動物をかく

(3)色を塗る。

◎

３出来上がった作品を見る。

●

●

●

●

実際に動物を見たり，触れたり，えさ

をあげたりなどして，動物を身近に感じ

させ

る。

， 製作への意欲を持たせるようにす

｢大きいね」「おもしろい鼻だね」な

ど，子供の感動を言葉に表すことで動物

の特徴に目を向けさせるようにする。

画用紙いつぱいにかくように言葉掛け

をするが，指示的になって表現意欲を失

わせないようにする。

スケッチ大会の作品として教室等に展

示するようにする。

･画用紙

・クレヨン

･油性ペン

生･自１－５

図１－５

図１－１５



準伽占
タ1,、

○絵の具の感触を楽しませながら，自分や教師，友達の体に絵の具を塗って遊ぶ楽しさを味わわせ
る。

412

４後始末をする。
道４－(1)

からだにぬろうからだにぬろう ７月（２時間）月（時数）題材

３教師や友達の様子を見る。

１体に絵の具を塗ることについ

て話を聞く。

・いろいろな色の絵の具

目標

関迎内容

図１－１５

２体にぬる。

（１）自分の体に塗る。

（２）教師や友達の体に塗る。

意留主な学課活動・内容

図１－．１，５･水蒋

･水‘性絵の

皿

･ﾉ1,麦粉

･食紅

・スポンジ

°ローラー

・タオル

。あらかじめ，教師も子供も水着に着替

えておく。

・絵の具が目や口に入らないように注意

させるとともに，小麦粉粘土に食紅を溶

かしたものを準備するなどして安全面・

術生面には十分留意する。

・教師が塗って見せたり，その感触を楽

しむ様子を見せたりして，活動への興味

を持たせる。

。塗る活動は、子供の状態に応じて行い

無理のないようにする。

・スポンジやローラーなども使って活動

させてもよい。

迦材

n棟

色紙で遊ぼ
や

つ 」-1上
○色紙をちぎったり，丸めたり，長くつないだりして，色紙で楽しく活動することができるよ
する ０

うに

主な学課活動・内容 ｴVノユ0'、
、，EＡ 準 伽 閃辿内祥

１色紙で遊ぶことについて話を

聞く。

２色紙を使って遊ぶ。

○色紙を脚由にちぎったり，

丸めたりする。

○色紙をのり付けする。

３ささに飾る。

４「七夕」の歌を歌う。

・幾つかちぎったり，のり付けしたりし

●

●

てみせて活動に意欲を持たせる。

いろいろな色や模様の色紙を準備し，

大きくちぎったり，細かくちぎったり

好きなように丸めたりと，自山に活動さ

せるようにする◎

星やすいかの形をした台紙にのり付け

させたり，色紙を次々とのり付けして，

長くつながせたりする。

。出来上がったものに，教師の方でモー

ルを付けて，子供と一緒にささに飾ら

せ ， ｢七夕」の歌を歌う。

紙
き
ル

紙
用
り
ふ
一
さ

色
画
の
手
モ
さ

●
●
●
●
●
○

図１－１９

図1-12,14

lXll-ll

図１－１５

逆１－(2)

ｆｌ－ｌ８



－４１３

題材 旗をつくる
≠

つ 月（時数） ９月（４時間）

標 ○自由に色を塗って旗をつくったり，飾ったりすることができるようにする。

、

な学習活動。内容 留意 準備 関連内容

ｌいろいろな旗を見る。

●

●

万国旗

参考作品

２城に色を塗る。

○クレヨンや絵の具で自由に

かく ０

○手形を押す，指でかく。

○いろいろな用具を使ってか

く。 など

３飾り付けをする。

(1)ひもに付ける。

(2)飾る。

◎

●

●

●

●

万国旗を見たり，それを教室に飾った

りして旅について知らせるようにする。

いろいろな形や色の施の参考作品を見

せ，運動会の会場に飾ることを知らせ，

製作意欲を喚起する。

旗の形は，教師があらかじめ三角形や

四角形に切って準備する。

好きな色で遊びながら色を塗ったり，

模様を付けたりなどさせる。

セロハンテープなどで簡単にひもに付

けられるようにしておき，必要に応じて

補強する。

｡万国旗

｡参考作品

･旗の台紙

・クレヨン

･絵の具

、ローフー

など

・セロハン

テープ

図1-1,5

図１－１５

迦材 並 べて遊ぼう 月（時数） ９月（４時間）

目標 ○いろいろなものを見付けて集めてきて，並べたり重ねたりして遊ぶ楽しさを味わわせる。

主な学習活動・内容 留・意 準備 関連内容

１集めたもので遊ぶことについ

て話を聞く。

２いろいろなものを集める。

３集めたもので遊ぶ。

○並べる。

●

●

同じ形や色

直線状や円状

○積み重ねる。

４後始末をする。

･積み木や，ブロック

●

、

●

｡

， おもちゃの皿な

ど，子供たちがふだん触れていて，よく

知っているものを使って遊んでみせて，

活動への興味・関心を持たせる。

教室やプレイルームなど，身近な場所

で，それぞれ好きな物を集めさせる。

集めたもので自由に活動させる。その

際に，同じ形や色ごとに分けて並べるこ

とや，いろいろな並べ方があることに気

付くように，教師も一緒になって遊ぶ。

口に入れたり，投げたりしないように

衛生面，安全面には十分配慮する。

もとの場所に片付けるようにする。

ケ
／
や

積み木

プロッ

おもち

など

●
●
。

図１－８，

図１－１３

１０

生･遊１－８

道１－(１）



－４１４

題材
、
』
ｊ
〃古 一一 二で遊ぼうⅢ 月（時数） 10月（４時間）

目標
○たたいたり，丸めたり，くっつけたりする活動を通して，粘土に親しませるとともに，粘止で遊
ぶ楽しさを味わわせる。

主息な学習活動・内容
属刀 意ノ&（田

準備 関連内容

１粘土遊びについて話を聞く。

２粘土遊びをする。

○たたく

○丸める

○くっつけるなど

３後始末をする。

、

●

、

指の力の弱い子供には，あらかじめ粘

土を柔らかくして与える。また，粘土を

口に入れる子供には，小麦粉粘土を準伽

するなどして，安全面。術生而に気を付

けるようにする。

粘土に十分触れさせ，偶然にできた形

に対する子供の発想を大切にし，どんな

ものをつくったか尋ねたり，分からない

子供には「○○みたいだね」と言葉掛け

したりする。

両手で丸めたり，くっつけて形を変え

たりなど，教師も一緒につくる活動をす

ることによって，

ようにする。

j'も供たちに気付かせる

｡油粘土

｡小麦粉粘

土

｡粘上板

図１－４

道４－(1)

題材

目標
○触れる，並べる，積み上げる，崩すなどしてタンボール箱に親しませ，体全体を使
さを味わわせる。

って遊ぶ楽し

主な学習活動。内容 留意 準 姉
－－－

関迎内容

１ダンボール箱を使った遊びに

ついて話を聞く。

２ダンボール箱に触れて遊ぶ。

０

。

トンネル遊び

ゴロゴロ遊び

３並べたり，積み上げたり，

したりして遊ぶ。

４後片付けをする。

Ｂ－ＬＯ

朋

。いろいろな形や，子供がすっぽり入る

ぐらいの大きなダンボール箱を準備し，

活動への興味。関心を持たせる。

･たたいたり，触らせたりして感覚的に

楽しませたり，キャタピラーにして，中

に入ってゴロゴロと全身的な活動をさせ

たりして，ダンボール箱に親しませる。

°子供にとって，持ちやすい適当な大き

さの箱をたくさん準備し，自由に活動さ

せる◎

。場合によっては，高く積み上げたり，

崩したりなど教師から働き掛け，活動へ

の手掛かりをつくるようにする◎

｡ ダンボー

ル箱

｡菓子箱等

図１－１

図１－１３

生｡遊１－８

道１－(1)
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題材 あわせ絵をしよう 月（時数） 12月（４時間）

標
○画用紙の上に，絵の具を落としたり，流したりして，
とともに，出来上がった模様の変化を楽しませる。

あわせ絵をつくることができるようにする

な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

ｌあわせ絵について話を聞く。

◎ あわせ絵の方法

２あわせ絵をつくる。

(1)画用紙を折る。

(2)絵の具を流し，画川紙を折

る◎

(3)画用紙を合わせて押す。

(4)画用紙を開く。

３１Ⅱ米上がった作品を兄る。

｡

、

｡

画用紙の上に，数色の絵の具を落とし

たり，流したりするとともに，絵の具を

しみこませた糸や毛糸をはさませるなど

活動のさせ方を工夫する。

画用紙の片面に絵の具を付けるように

もう一方の面を裏に折り返させる。

出来上がった作品を身近なものに例え

たり，命名させたりする際は，実際のも

のと比べさせたり，身体表現などをさせ

たりする。

｡画用紙

･絵の具

｡糸(毛糸）

｡華

図１－３

図２－１

４
１
１
１
－
－
１
２
図
図

題材 飾って遊ぼう（みこし 』
嵐

。 6店ノ乍り） 月（時数） 1１月（８時間）

Ｈ標
○自分の好きな色，形，絵，材料を選んで，はったり

できるようにする。

， 飾ったりして，みこしやお店を作ることが

主な学習活動。内容 留意 準備 関連内容

１飾りたいみこしやお店，飾る

ものを決める。

２はったり ， 飾ったりしてツ

こしやお店の飾り付けをする。

｡

｡

、

好きな色で

好きな形で

使いたい材料で

み

３出来上がったみこしやお店で

遊ぶ◎

０

○
①

０

。

ＶＴＲで様子を見たり，キャラクター

の絵カードを見たり，飾りたいものを選

んだりして

る◎

， みこしやお店を決めさせ

大まかな形は事前に教師が準備する。

みこしの形や色はあまりこだわらず，

自由にみこしにかいたり，かいたものを

はったり

せる ◎

， いろいろなものを飾ったりさ

紙以外にも，音の出るもの（鈴， おも

ちゃなど）や空容器（カップめんや空き

缶など） ９ 紙Ⅲ，落ち葉といったものを

準備しておき，必要な子供が自由に使え

るようにする。

みんなで楽しく遊ぶとともに，一人一

人が飾ったものに目を向けさせる。

。ＶＴＲ

｡絵カード

｡みこしの

原形

｡色紙

｡色画用紙

°クレヨン

｡はさみ

｡いろいろ

な材料

｡接着剤

図1-5,7

１１

ツ

生｡自２－１

道２－(3)

生｡遊２－１



意留 占
Ｊ，、、

て 遊ぼう １月（２時間）月（時数）くつ題材 つ

○揺れるおもちゃをつくって，それで遊ぶ楽しさを味わわせる。目標

関連内容準伽

図１－１５

生･遊３－８

主な学習活動・内容

１揺れるおもちゃについて話し

合う。

。シーソー

・玉乗りぞうさんなど

２揺れるおもちゃをつくる。

（１）つくり方を聞く。

（２）揺れるおもちゃをつくる。

①本体をつくる。

②飾りをつくる。

③飾りを付けて動かしてみ

る。

生･遊２－７｡参考作品。空き缶や紙皿を利用した揺れるおもち

ゃを幾つか見せたり，実際に遊ばせたり

して製作意欲を高める。

。好きな動物になるように飾りを付けた

り，絵をかいたりすることを話し，自分

がつくって遊びたいものを決めさせる。

。おもちゃがよく動くように，バランス

を調整をしながら飾りを付けさせる。

。飾り付けや絵をかくのが難しい場合は

３作品を見る。

４出来上がったおもちゃで遊

ぶ。

｡紙皿

・空き缶

･おもり

･厚紙

・画用紙

･色紙

・油性ペン

・はさみ

。のり

図１－５，

１１

図２－１０，

１１

｜色を塗らせたいｼーﾙをはらせたりす

に噸蹴仰動豊…

１スタンプ押しについて話を側

く◎

２スタンプになるものを集めて

くる◎

３スタンプ押しをする。

◎

｡

押し方

形や色

４みんなで作品を見る。

。

。

教師が調子よくスタンプ押しをするの

を見せて，スタンプ押しへの意欲を高め

る。

教室やプレイルームなど子供たちが遊

ぶ所にあるブロック，容器などスタンプ

になりそうなものを教師と一緒に集めさ

せるようにする◎

。スポンジに，絵の具をしみ込ませたス

①

！②

ダンプ台を，数色分，準備しておく。

ゆっくり押したり，早く押したりして

楽しくスタンプ押しをさせる。

形や色を違えることで いろいろな模

様ができることに気付かせる。

°スタンプ

になるブ

ロック等

｡絵の具

｡スポンジ

● 皿

｡画用紙

図１－８

図１－６

2-4

図１－１５

2-12

道１－(2)
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題材 ；2の をつくろう
〃

同 月（時数） 1月（４時間）

目標 ○鬼の顔に塗り絵をして面をつくり ， それを使って遊ぶ楽しさを味わわせる。

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

１鬼の面について話し合う。

２鬼の面をつくる。

(1)つくり方を聞く。

(2)鬼の面をつくる。

①塗り絵をする。

・目，鼻，口など

②飾りを付ける。

③帯紙やゴムで留める。

３作品を見せ合う。

４出来上がった面をかぶって遊

ぶ。

◎

●

、

｡

＠

０

節分の話をして，行事との関連を知ら

せるとともに，参考作品を見せて，鬼の

目や口などの特徴に気付かせる。

面は，子供の顔の大きさに合わせてあ

らかじめ切っておく。

自分の顔の部分と対応させたり，言葉

掛けをしたりしながら塗らせる。

毛糸や布などを髪の毛の部分に付けさ

せる◎

鬼の面を実際にかぶって発表させ，出

来上がった喜びを十分に味わわせるよう

にする。

豆まきごっこをしたり，鬼ごっこをし

たりして楽しく遊ばせる。

°参考作品

｡塗り絵の

台紙

。クレヨン

●

。

毛糸

布

･セロハン

テープ

°輪ゴム

°ホチキス

。豆．

図１－５

図１－１２

図２－１２

題材 積みうくを並 くよう 月（時数） ２月（４時間）

目標 ○積み木を並べたり積み上げたりして， いろいろな形をつくって遊ぶ楽しさを味わわせる。

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容



題材 ひな人形をつくろう 月（時 ３月（４時間）

目標
○好きな色を塗ったり，色紙をはったりしてひな人形をつくることができるようにするとともに，
飾る楽しさを味わわせる。

主な学習活動・内容

lひな人形について話を聞く。

｡ ひな人形

２ひな人形をつくる。

(1)つくり方を知る。

(2)ひな人形を作る。

○頭や顔をつくる。

○胴体をつくる。

｡ 色塗り

。 色紙はり

３出来上がったひな人形をひな

＠

０

｡

意 点』式刀
田

｢うれしいひなまつり」を歌ったり ，

ひな人形を見せたりして，人形をつくる

ことへの意欲を持たせる。

ひな人形を見せながら，頭と胴体があ

ることを気付かせる。
■

顔は子供の能力に合わせてかかせた

り，絵やシールをはらせたりする。

。｡ 自由に好きな色を塗らせながら，ひな

人形らしさが出るような明るい色を選ば

せて塗らせる。

⑨ 子供の能力に合わせて，色紙をちぎっ

てはらせたり，あらかじめ切っておいた

色紙をはらせたりする。

、 それぞれのひな人形をひな段に飾り，

準備 関連内容

｡ひな人形 図１－４，１１

｡絵の具 12,15

０ 色紙

＠ のり

°紙粘土 道３－(1)

｡色紙

｡ひな段

段に飾る。 飾る喜びを味わわせる。 ’

題材 プレゼン 、 をつくろう 月（時数） ３月（４時間）

目標
○色紙をちぎったり，切
しさを味わわせる。

つ

主な学習活動・内容

１プレゼントについて話を間

く。

。 壁飾り，写真立てなど

２プレゼントをつくる。

（１）色紙をちぎる，切る。

(2)はる。

３作品を見せ合う。

たりしてはり，卒業生へのプレゼントをつくることを通して， つくる楽

｡

●

意 点J功
［臼

参考作品を見せながら，６年生へのプ

レゼントをつくることを知らせる。

壁飾りや写真立てなどの形はある程度

教師が準備しておき，子供の実態に応じ

て色紙をはって完成できるようにしてお

く◎

・頑張ったところ，上手にできたところ

などを賞賛するとともに，プレゼントに

するので大切に扱うように注意する。

Ｒ
Ｌ－』

準 備 関連内容

｡参考作品 道２－(4)

◎ 色紙

。はさみ

⑨ のり 図１－１１

図１－１５



中学年小学部

419

題材 こいのぼりをつくろう 月（時数） ４月（２時間）

｢｜標
○ひれやしっぽなどの模様をかいたり，色紙などを使ってうろこや目玉をはったりして，こいのぼ
りをつくることができるようにする◎

、

な学習活動・内容 留意 準 備 関連内容

ｌこいのぼりについて話を間

〈

●

○

子供の日，小運動会

２こいのぼりをつくる。

(1)ひれやしっぽをかく。

(2)うろこや目玉などを切り抜

〈◎

(3)本体へはり付ける。

３こいのぼりを飾る。

。

●

｡

①

●

写真や絵カード，参考作品を見せて，

こいのぼりについて知らせる。

こいのぼりの本体はビニール袋などで

つくっておく。

色紙や包装紙にうろこや目玉などの形

をかいておき切らせていく。そのI際，い

ろいろな色や模様の紙を準備しておく。

色の細み合わせにも着目させ，できる

だけ同色や同模様がまとまらないように

言葉掛けしていく。

よくできたところを蛍賛したり，教室

に飾ったりして轡びを味わわせる。

｡絵カード

。こいのぼ

り

。こいのぼ

●

り(本体）

色紙

・包装紙

・はさみ

｡のり

。セロハン

テープ

図２－１０．１１

図２－７

図２－１２

道１－(１）

通材 先生や友達をかこう 月（時数） ４月（２時間）

標 ○好きな先生や友達を画面いつぱいに伸び伸びと表現することができるようにする◎

主な学習活動。内容 留意 準備 関連内容

ｌかく人を決める。

● 先生や友達

２先生や友達をかく。

(1)顔や体をかく。

(2)色を塗る。

３出来上がった作品を見る。

、

０

お互いの顔や体を見る中で，それぞれ

の特徴や様子の違いなどを教師が言葉に

表し，表現意欲を持たせるようにすると

ともに

る◎

， かきたい人を自由に決めさせ

かく人の顔や体に触れさせながら「眼

鏡をかけてるね」「大きいね」などの言

葉掛けをし，特徴に目を向けさせる。

。画面いつぱいに大きくかかせる。

●

、

実際の色も確認していくが，子供の自

由な発想を生かしていくようにする。

かいた人の特徴が表れているところを

賞賛したり，その人と並べて見比べさせ

たりして，喜びを味わわせる。

① 画用紙

°パス，ク

、

レヨン

絵の具

１

３

３

５
２

く

２

１
１
－
－

２

２

１
２

道
図
図



風〃
圧Ｉ主な学習活動°内容

i画室空二三室２２－≦_ユエi塗iｺーl旦幽リーュ且－１全堕１１１－－
○粘土をちぎって丸めたり，くしにさしたりしてだんごをつくり，だんご屋さんごっこをして遊ぶ
ことができるようにする。

－‐

羅迂でだんごをつくって遊蝿 月（時数）
題材

目標

関迎内容準伽占
ノ､､、

一
画
》

４後始末をする。

図１－４

図2-5,6

｡油粘土

・小麦粉粘

土

・カラー粘

土

・粘土板

。いろいろな形や大きさ，色のだんどの

絵や写真を準備し，形や大きさ，色など

に注目させる。

・始めに粘土で自由に遊ばせ，十分粘土

に親しませる。

。三色の粘土を丸めさせながら，混色の

おもしろさに気付かせる。

。出来上がっただんごは，皿に置くなど

して，その雰囲気を出す。

。交換して見せ合ったり，よくできたと

ころを知らせたりして，お互いの作品を

錨賞させる。

１だんごやだんご屋さんの絵や

写真を見て話し合う。

－４２０－

２粘土でだんごをつくる。

･これる，ちぎる，丸める

。くしにさす，並べる，亜ね

る

。大きいだんご．小さいだん

ご、

生｡逆２－１

図２－１２，１３

道４－(１）

３だんご屋さんごっこをする。

迦材 動物をかこう（スケッチ大会） 、（時数） ５月（６時間）

ｎ棟 ○ かきたい動物をｉｉｌｍいつぱいに伸び伸びと表現することができるようにする。

主な学習活動。内容
』目Ｗ１，‘ゲ 占
価Ｉ′坐、ハ､、

準備 閃辿内容

１いろいろな動物を見る。

２好きな動物をかく。

（１）かきたい動物を決める。

(2)動物をかく

(3)色を塗る。

０

３出来上がった作品を見る。

｡

。

◎

◎

実際に動物を見たり触れたり，えさを

あげたりなどして，動物を身近に感じさ

せ
る

ツ

０

製作への意欲を持たせるようにす

動物の特徴に目を向けるような言葉掛

けをし，形や色に着目してかくようにさ

せるが，とらわれすぎないで大きく伸び

伸びと表現させるようにする。

く

一つの色だけで塗りつぶすのではな

９ 動物を見ながら，いろいろな色を使

って塗らせる。

動物の特徴が表れているところを賞賛

するようにする。

。 画用紙

°クレヨン

｡ 絵の具

生･'１１－５

図2-2,3

図2-12,13
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題材
－

ノ宅火を力、こ
、声．

つ 月（時数） 7月（４時間）

目標
○パスを重ね塗りしたのをくしなどでひっかいて，色が浮かんでくるおもしろさを楽しませるよう

にする。

な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

ｌ花火について話し合う。

●

●

打ち上げ花火

線香花火など

２か<方法について知る。

３花火をかく。

(1)下地に花火の色を塗る。

(2)上塗りに暗い色を塗る。

(3)ひっかいて花火をかく。

・竹ぐし，へらなど

４作品を見る。

⑨

⑨

●

写真や絵，実物を見せたり，実際に花

火をして見せたりして，いろいろな花火

について知らせたり，思い出させたりす

る。

実際に重ね塗りして，ひっかいてみせ

ることにより，花火をかく方法について

より具体的に知らせる。

花火の色には，上塗りする色と違った

明るい色をいくつか選ばせる。

。暗い色（夜空）を塗る際には，できる

●

だけ，すきまなく強く面塗りをさせる。

現われてくる色の美しさに気付かせる

ように言葉掛けしていく。

ド

ボ

一
一
フ
－
し

翼
力
火
一
一
ル
ス
ぐ

写
絵
花
マ
ー
パ
竹

浄

らｼ．、

●
①
○
、
、
。
●

図１－５

2-3

図２－２，１２

道３－(１）

題材 色紙で飾りをつくろう 月（時数） ６月（４時間）

目標 ○たんざくつなぎや輪つなぎに色紙をのり付けして，七夕飾りをつくることができるようにする。

張な学習活動。内容 留 意点 準 備 関連内容

l七夕飾りについて話を聞く。

● 飾り，つくり方

２七夕飾りをつくる。

（１）好きな色紙を選ぶ。

● 色や形

(2)のり付けをする。

●

。

たんざくつなぎ

輪つなぎ

３みんなで飾る。

、

⑦

教師が準備した小さな七夕飾りを見せ

七夕子ども会で飾ることを知らせ，活動

への意欲を持たせる。

数色の色紙や，長四角や三角，丸など

いくつかの形の色紙をそれぞれ分けて箱

』こ準備し，好きなものを選ばせる。

●

●

のりを付ける場所や，色が付いている

面を表にして輪をつくることなど，子供

の実態に応じて，適切に言葉掛けや援助

を行って，飾りをつくらせる。

モールを付けてささに飾らせ，上手に

できたところを賞賛する。

｡七夕飾り

⑨

、

①

色紙

箱

のり

｡手ふき

°モール

● ささ

図１－９

2-7,8

図２－１０

図２－１２

道１－(2)



－４２２

題材 夏ノ
ｐ

ー

ノくみの思いLlHをかこう 月（時数） 9月（２時間）

目標
○夏休みの楽しかったことを思い出して，画面いつぱいに伸び伸びと表現することができるように
する。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

ｌ夏休みの思い出を話し合う。

● 行った場所

。楽しかったこと

。おもしろかったこと

２思い出を絵にかく ◎

（１）パスで下絵をかく。

●

●

見たこと

したこと

(2)色塗りをする。

３作品を見せ合う。

●

●

写真やパンフレット ， 絵カードなどを

使って，場所や内容について思い出させ

る０

楽しかったことなどを話させたり，動

作化させたりする。

・画面いつぱいにかくように

●

●

、

， 指示的に

ならないように気を付けながら言葉掛け

をする。

形を大きくかかせ，いろいろな色を選

ばせて塗らせる。

色を重ねて塗りすぎないように言葉掛

けをする。

どんな場面をかいたのかを話させたり

友達の作品の良いところを発表させたり

する◎

パンフレ

ット

写真

絵カード

パス

絵の具

筆

画用紙

●
●
。
●
、
●
●

図2-1.2
ツ

3，１２

1３

道３－(１）

題材 旗をつくる
≠

つ 月（時数） ９月（４時

目標
○いろいろな色を組み合わせて塗り，旗をつくることができるようにするとともに，飾る喜びを味
わわせる。

主な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

１いろいろな旗を見る。

●

●

万国旗

参考作品

２旗をつくる。

（１）模様をかく

●

◎

線による分割，丸など

(2)色を塗る。

３飾り付けをする。

（１）ひもに付ける。

(2)飾る◎

●

●

●

●

●

万国旗を見たり，教室に飾ったりしな

がら模様の色や形に着目させる。

参考作品を見せ，運動会の会場に飾る

ことを知らせ，製作意欲を持たせる。

万国旗や参考作品を見せながら，どん

な模様にするか考えさせる。

色を２，３色選ばせ，混色しないよう

にさせるとともに，塗る部分が分かるよ

うに型枠などを用意して塗らせるように

する。

セロハンテープなどで簡単にひもに付

けられるようにしておき，必要に応じて

教師が補強する。

･万国旗

｡参考作品

･旗の台紙

･絵の具

● 型枠

2-3,7

図２－９



題材 運動会を力、こ
亨

つ 月（時数） ９月（２時間）

目標
○運動会の楽しかった場面を思い出して，画面いつぱいに伸び伸びと表現することができるように
する０

主な学習活動・内容 留意 雄 術 関連内容

１運動会を思い出して話し合 ● 写真や絵を見せ，演じたことを思い出 ・ＶＴＲ 図２－１，２，
芦

つ。 させる。 ● 写真 3，１２9

● 種目 ● 競技や演技を再演させて，どの場面を ･万国旗 1３

● 楽しかったこと かくのかイメージを持たせる。 ･運動会の

２運動会の絵をかく。 ・画面いつぱいにかくように，指示的に 用具類

（１）パスで下絵をかく。 ならないように気を付けながら言葉掛け ・パス 道２－(3)

。かけっこ をする。 ･絵の具 4-(5)

● リズムなど ● 形を大きくかかせ，いろいろな色を選 ● 筆

(2)色塗りをする。 ばせて塗らせる。 ･画用紙

● 色を重ねて塗りすぎないように言葉掛

けをする。

３作品を見せ合う。 ◆ どんな場面をかいたのかを発表させた

り，友達の作品の良いところを発表させ

たりする。

題材 箱で遊ぼう 月（時数） １０月（４時間）

目標 ○ダンボール箱をいろいろ並べたり，積み上げたりして構成して遊ぶ楽しさを味わわせる。

主な学習活動・内容

１ダンボール箱を使った遊びに

ついて話を聞く。

２並べたり，職み上げたりして

遊ぶ◎

３後片付けをする。

●

●

●

留 意

いろいろな大きさや形のダンボール輔

を派備し，提示して，活動への興味・関

心を持たせる。

ｆ供たちが，自分で思い付いて並べた

り７ 横み上げたり，締同士を詰め合わせ

たりなどできるように，日['1に活動させ

る◎

ダンボール輔の模様や色，さまざまな

形や大きさの逸いに注目させ，いろいろ

組み合わせて，おもしろいものができる

ことにも気付かせるようにする。

・クラフトテープでつなぎ合わせたいｒ・

供へは，迦fl:援助しながら使わせる。

423

準備 関連内容

● ダンボー 図１－１３

ル箱 2-7

･菓子紺等

・クラフト 図２－１１

テープ 3－５

生･遊２－１２

道１－(１）



－４２４

Ｉ
題材 つくって§iろう（みこし

ロ
ー
伊

ａ
Ｕ 3店つくり） 月（時数） 1１月（８時間）

目標
○身近な材料を使って，自由に組み合わせたり，組み立てたり，飾ったりして
くることができるようにする。

， みこしやお店をっ

主な学習活動・内容 留意 準備 関迎内容

ｌつくったり，飾ったりするみ

こしやお店を決める。

２みこしやお店を作ったり，飾

り付けをしたりする。

（１）土台や骨組みを作る。

(2)紙をはったり ，

色を塗ったりする。

(3)飾り付けをする。

かいたり ，

３みこしやお店で自分が作った

部分を発表する。

●

●

●

昨年度つくったものを発表したり，絵

カードや本を見てつくりたいものを見つ

けたりして，みこしやお店を決める。

いくつかのダンボール箱などを組み合

わせるとつくりたいみこしの形になるよ
浄

つ に ， あらかじめ教師が準備したり，お

店の壁面は事前に準術し，それに壁紙を

はらせたり，壁面を組み合わさせたりす

る０

タンボール箱に新聞紙と上質紙をはり

みこしの原形をつくらせ，飾り付けをす

る。

・マーブリングしたり，ローラーにイン

クを付け自由に転がしたり，木の葉をは

ったりなど子供が思いのままに活動でき

るようにして壁紙をつくらせる。

･昨年度の

みこし

･絵カード
● ダンボー

ル箱

･発泡スチ

ロール

･お店の骨

組み

･新聞紙

･上質紙

● 壁紙

･色紙

･接着剤

国２－８

図2-7～1１

生･日２－１

道２－(3)

図２－１２

迦材
ｔ
》
ノ告土で果ノ勿をつくろう 月（時数） １０月（411洲)）

－

目標 ○粘土を丸めたり，伸ばしたりして，好きな果物をつくることができるようにする０

－

主な学習活動・内容 』二Ｗ ｆ野
山‘巴、 準 伽 閃辿内容

１果物について話し合う。

● 形，色，大きさ，手触り

２粘土で果物をつくる。

(1)つくる果物を決める。

。リンゴ，バナナなど

(2)果物をつくる。

・これる，ちぎる，丸める

３みんなで作品を見る。

４後始末をする。

など

●

、

●

、

●

●

実物を見せたり，触らせたりして，果

物の特徴をとらえさせる。

始めに粘土で自由に遊ばせ，十分粘土

に親しませる。

指先だけでなく，手のひらやこぶしな

ど手全体を使わせる。

子供たちの発想を大切にしていくとと

もに，へらで模様を付けさせたり，穴を

開けさせたりなど，活動をより楽しませ

る０

出来上がったものは，皿に並べるなど

して，果物の雰囲気が出るようにする。

つくるときに頑張ったことや工夫した

ことなどを発表させて，鑑賞させるよう

にする。

･油粘土

｡小麦粉粘

土

･カラー粘

土

｡粘土板

図１－４

図２－５ ６

図２－１２，１３

道４－(1)
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題材
亨

つつ し絵をしよう 月（時数） 12月（４時間）

目標
○版にして写せるような材料に自分の好きな絵や模様をかき，それを版として紙に写し取る面白さ
や楽しさを味わわせる。

主な学習活動。内容 留 準備 関連内容

ｌうつし絵について話し合う。

２うつし絵をする。

(1)つくり方を聞く。

(2)下絵をかく。

●

●

好きな絵

模様

(3)かいたものを写し取る。

①

⑨

●

紙乗せ

こすり出し

はぎ取り

３作品を見せ合う。

●

●

｡

●

｡

●

参考作品とその下絵を見せ，形が写っ

ていることに気付かせる。

実際にうつし絵をして見せ，つくり方

をより具体的に知らせるとともに，形や

色彩が写るおもしろさを感じさせる。

版にして写せるような材料は，広い板

なども準備して，指や手でもダイナミ

クにかけるようにする。

き

ツ

写し取る紙はあらかじめ湿らせてお

７ 手のひらやバレンでむらなくこすら

せるようにする。

はぎ取る際は，紙が破れないようにゆ

つくりはぎ取らせる。

る

おもしろいところをお互いに探させ

◎

･参考作品

･絵の具

｡机
板
紙

，

ツ

敷
用
ラ

下
画
ガ

スなど

｡薄い紙

･霧吹き

･バレン

｡手ふき布

図1-5,8

９

図２－１，３

８

図２－１２

題材 スタンプをつくろう 月（時数） 12月（２時間）

月標 ○粘土や消しゴム，芋などでスタンプをつくりツ スタンプ遊びをする楽しさを味わわせる。

槌な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

ｌスタンプについて話し合う。

● 既成のスタンプ

２スタンプをつくる。

。ひっかく

●

●

穴を開ける

丸めるなど

３スタンプを押して模様をつく

る。

４スタンプや作品を見せ合う。

●

●

、

●

●

＠

既製のスタンプを使って，スタンプ抑

しのおもしろさを味わわせ，製作への意

欲を高める。

身近にある柔らかい材料に，指や釘な

どでくぼみをつけたり，型抜きを使って

いろいろな形をつくったりして

プをつくらせるようにする

る

◎

， スタン

握りやすいように取っ手を付けさせ

◎

絵の具のスタンプ台で，いろいろな色

を用い，色の変化も楽しませる。

大きな紙だけでなく，はがきも使って

自分だけのはがきをつくらせる。

上手なところを賞賛することにより，

喜びを|味わわせる。

･スタンプ

･油粘土

･消しゴム

●

｡

芋
釘

｡型抜き

･画用紙

･絵の具の

スタンプ

台

･はがき

図２－５

図1-6

2－４

図２－７

図２－１２

道１－(2)



題材 一つ く つ て遊ぼう 月（時数） １月（２時間）

目標 ○簡単なおもちゃをつくって， それで遊ぶ楽しさを味わわせる。

主な学習活動。内容 留意 準備 関辿内需

ｌおもちゃについて話し合う。
⑥

飛び出せロケット

ゴムや風で動くいろいろなおもちゃを

見せたり， 実際に遊ばせたりして製作意

・参考作品

・紙コップ

生･遊２－７

、

°ぴょんぴょん力くえる 欲を高めるとともに，自分がつく つ て遊

｡ 風車，風輪，吹き流しなど んでみたいものを決めさせる。

２おもちゃをつくる。
｡ 実際につくって見せ，つくり方を具体

（１）つくり方を聞く。

(2)おもちゃをつくる。
、

的に知らせる。

材料は多めに準備しておき，
や

つ まく動

①本体をつくる。 かない場合にはもう一度つくらせたり，

②動くか確かめてみる。 違う種類のものをつくらせたりする。

③飾りを付ける。
｡ 色を塗ったり ， 色紙をはったり，絵を

かいたりして飾りを付けさせる。

３作品を見せ合う。
＠ 自分のつく ったおもちゃで遊ぶ楽しさ

４出来上がったおもち や で遊 を味わわせる。

ぶ 。

題材 鬼の面をつくろう 月（時数）

目標

主な学習活動・内容

ｌ鬼の面について話し合う。

。‘怖い顔，鬼の金棒など

２鬼の面をつくる。

（１）つくり方を聞く。

（２）鬼の面をつくる。

①顔をかく。

②色を塗る。

③切り抜く。

④飾りを付ける。

⑤帯紙やゴムで留める。

３作品を見せ合う。

４出来上がった面をかぶって遊

ぶ。

留 意 占
Ｊ，、、

。面や絵本を見せて，鬼の特徴をとらえ

させる。

。顔をかいたり切ったりできない子供に

は，面を準備して，目や口をかかせた

り，色を塗らせたりする｡

。鬼の顔の特徴がよく表れるように，目

や口などの形に気を付けてかかせる。

。目の部分を切り取らせる場合は，はさ

みを閉じたままで穴を開けさせてから切

り整えさせる。

、それぞれの鬼の表情のおもしろさに気

付かせる。

426

・牛乳パッ

ク

･輪ゴム

｡色画用紙

Ｃ ひご

．ストロー

｡ 色紙

｡油性ペン

｡はさみ

、 のり

など

図２－３

図3-10

1０

１１

図２－１２

生･遊３－８

準備｜関迎内容

｡面

・絵本

’
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題材 ひな人形をつくろう 月（時数） ３月（４時間）

ｕ標 ○身近な材.料を使ってひな人形をつくることができるようにするとともに，飾る喜びを味わわせ
る。

な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

ｌひな人形について話し合う。
● ひな人形

２ひな人形をつくる。

（１）つくり方を決める。

(2)ひな人形をつくる◎

○頭や顔をつくる。

○胴体をつくる。

●
●
●

色溌り

色紙はり

頭付け

３出来上がったひな人形をひな

段に飾る。

●

●

●

●

●

●

●

ひな人形を見せて，人形をつくること

への意欲を持たせるとともに，女びな男

びながあることに気付かせる。

子供の実態に合わせて，空き缶，空き

容器（アイスクリームなど） ， 紙コップ

などの材料を準術し，いろいろ組み合わ

せて，人形をつくらせる。

る

る

色紙だけでなく、包装紙などもはらせ

０

f供の能力に応じて，はさみも使わせ

０

女びな，男びなに合った色を選ばせて

躍らせたり，色紙などをはらせたりさせ

る０

凧､に作,IiiI1を見せ合ったり，友達の作

品のよいところを発表させたりする。

それぞれのひな人形をひな段に飾り，

飾る漁:びを味わわせる。

･ひな人形

･空き缶

･包装紙

･色紙

｡空き容器
● のり

・はさみ

･ひな段

図2-6,7

９，１０

１１

１３

，

道３－(１）

1２

題材 いろいろな７
~－

ゾ
今、
ー

ノＳ･でつくろう 月（時数） 2月（４時間）

目標 ○空き缶や空き箱，木切れなど，身の周りにあるいろいろな材料を使って，好きなものをつくる楽
しさを味わわせる。

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

１いろいろな材料を見て話し合
ア

つ◎

○どの材料で，何をつくる

力､。

●

●

材料

つくる物

２材料を構成する。

● 乗り物，動物など

３作品を見せ合う。

●

●

●

●

事前に空き缶や空き容器，空き箱など

を集めさせておくが，使えそうな材料を

教師の方でも準備しておく。

いろいろな材料を並べたり，組み合わ

せたりして遊びながら，何をつくるか考

えさせる。

子供の発想を大切にしながら，自由に

材料を構成させる。活動に見通しが持ち

にくい場合は，「車をつくろう」など，

子供が興味・関心を持っているものをっ

くらせる。

工夫されている点などを賞賛する。

･空き缶

｡空き容器

･空き箱

･木切れ

など

°セロハン

テープ

･接着剤

図2-7,10

１１

，

図２－１２，１３



4.蝋，
一
一

ニーニ室
＝一一ラ

ー＝＝匙

祷ミ

－４２８－

通材

目将

芝な学習活助・・大I容

１プレゼン)､つくりについて話

し合うｅ

２プレゼントをつくる‘，

。壁飾り

・置物

・使うものなと

３カードをつくる。

。名前

・送る言葉など

４作品を見せ合う。

プレゼントをつくろう
一一一ｴｰ一再一一一

○紙や粘土などの身近な材料を使って．卒池:､へのプレゼンi､つくりを辿して，つくる楽〔,さや剛
る喜びを味わわせるｃ

冊 恵点

・参考作品を見撒ながら，砿業生にプレ

ゼントすることを意識付けるｓ

ｏ・-;逢供の実態に応じて，材料をはった

り，色を塗ったりできるように，ある程

僕教師が準術しておく。

・自分や卒業生の名前，送る言葉などを

書かせ，作品と一緒にプレゼントさせ

る。

。大切に扱うようにさせる。

jｊ（時数）
－一－－

３ｊ』〈４１１５間）

準州

･参考ｆ

･プレゼン

卜つくり

の材料

°カード

聞辿内容

埴２－(4)

図２．５～7，

:０

園2-19.20

図２１２，１３
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題材 先と三や友達をかこう 月（時数） ４月（２時間）

目標 ○かきたい先生や友達をよく見て，画面いつぱいに伸び伸びと表現することができるようにする。

な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

ｌかく人を決める。

● 先生や友達

２先生や友達をかく。

(1)顔や体をかく。

●

●

顔のいろいろな部分

手足など

(2)色を塗る。

● 顔や服の色

３出来上がった作品を見る。

●

●

●

。

｡

お互いの顔や体を見る中で，それぞれ

の特徴や様子の違いに気付かせ表現意欲

を高めるようにするとともに，かきたい

人を自由に決めさせる。

相手と対座させ，よく観察させたり，

触れさせたりして特徴に気付かせていく

ようにする。

顔だけでなく，体も画面いつぱいに大

きくかかせるようにする。

実際の色を確認させながら，形の中に

塗らせるようにする◎

かいた相手と見比べさせながら，上手

にかけたところを賞賛する。

｡画用紙

･パス，ク

●

レヨン

絵の具

道２－(3)

図３－１

６

，

ツ

５
７

図２－１２

3－１２

題材 こいのぼりをつくろう 月（時数） ４月（２時間）

目標
○うろこやひれをかいたものをはるなどして，
きるようにする。

みんなで協力しながらこいのぼりをつくることがで

主な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

ｌこいのぼりについて話し合
ア

つ

●

◎

子供の日，小運動会

２こいのぼりをつくる

（１）つくり方を聞く。

。

(2)こいのぼりをつくる

●

●

●

。

うろこやひれをかく係

↓

切り抜く係

↓

本体へはる係

３こいのぼりを飾る。

●

、

●

●

●

●

行事との関連を知らせたり， 実物を提

示したりしてイメージをふくらませる。

実際に一連の活動をしてみせることに

より９ つくり方を具体的に知らせる。

こいのぼりの本体はビニール袋などで

つくっておく。

うろこやひれをかく係，切り抜く係な

ど活動を分担させる。それぞれがつく つ

たものを持ち寄って〆協力してつくりあ

げていくようにする。

色の組み合わせや，配置などにも着目

させるように言葉掛けしていく。

飾ることにより，喜びを味わわせる。

● こいのぼ

り

。こいのぼ

り(本体）

･色画用紙

・パス

・はさみ

・セロハン

テープ

図２－７９

１０

図３－１１

生･役３－４

道４－(１）

図３－１２

道１－(2)



－４３０

題材
、
』
ノ§占土で動ノ勿をつくろう 月（時数） ５月（４時間）

目標 ○粘土をちぎったり，くっつけたりして，好きな動物をつくることができるようにする ◎

主な学習活動・内容 留 準備 関連内容

１好きな動物について話し合
￥

つ。

● ぞう ， きりんなど

２粘土で動物をつくる◎

(1)つくる動物を決める。

(2)動物をつくる。

●

●

からだをつくる。

(大きい，長い，丸し

る

）

など）

首や頭，顔などをつく

０

。仕上げをする。

３みんなで作品を兄る

４後始末をする。

◎

●

●

●

●

●

●

写真や絵本，動物のミニチュアなどを

見せたり，身体模倣や絵かきをさせたり

して，その特徴に気付かせる。

初めに粘土で自由に遊ばせ，｜･分粘土

に親しませる。

子供の実態に応じて，へびなどの簡単

な形のものをつくるように提案するなど

配慮する。

なるべく大きな立体像をつくらせるが

子供によっては，半立体でつくらせる。

り

動物の感じが出るようにしわをつけた

， ようじをさしたりなど正大させる。

つくるときに頑張ったことや友達の作

品の良いところを発表させたりする。

･油粘土

･小麦粉粘

土

･カラー粘

土

･粘土板

６

２
４
１１

２
３
５
４
－
－

１
１
９
く

３
３
４
－
一

図
図
図
図
道

題材 動ノ勿をかこう（スケッチ大会） 月（時数） ５月（６時間）

目標 ○かきたい動物をよく見て， 画面いつぱいに伸び伸びと表現することができるようにする。

－

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

ｌいろいろな動物を見る。

２好きな動物をかく 。

（１）かきたい動物を決める。

(2)動物をかく。

● 体の特徴

(3)色を塗る。

● 体の色

３出来上がった作品を見る。

●

●

●

●

実際に動物を見たり，触れたり，えさ

をあげたりなどして，動物を身近に感じ

させ

る

り

。

， 製作への意欲を高めるようにす

動物の体の特徴や色について尋ねた

， 子供が感じているようなことを言葉

にしてあげたりして，動物をよく観察す

るようにし，それを表すように励ます。

形を意識させながら，その中にいろい

ろな色を塗りこませるようにする。

作品を見ながら，動物の特徴について

話をさせたり，特徴がよく表れていると

ころを賞賛したりする。

● 画用紙

・クレヨン

● 絵の具

生･自１－５

図３－１，２，

６，７

図３－１２，

１４
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題材 色ボ壬で飾りをつくろう 月（時数） ６月（４時間）

目標
○色や形の配列を工夫しながら色紙をのり付けして，
うにする。

いろいろな七夕飾りをつくることができるよ

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１七夕飾りについて話を聞く。

● 飾りの種類，つくり方

２七夕飾りをつくる。

（１）好きな色紙を選ぶ。

(2)のり付けをする。

●

●

たんざくつなぎ

輪つなぎ

３みんなで飾る。

②

●

●

●

②

色紙の色や形の組み合わせで，いろい

ろな七夕飾りができることを知らせ，活

動への意欲を持たせる。

いろいろな色や形の色紙を，箱に準備

しておき選ばせる。

実態に応じて，はさみで好きな形に切

らせるなどする。

色を交互に並べたり，形の配列を変え

たりなど，いろいろ工夫させながらのり

付けさせる。

ささに自由に飾らせ，おもしろいとこ

ろを賞賛して，つくった喜びを味わわせ

る◎

･いろいろ

。

。

な七夕飾

り

色紙

箱

・はさみ

● のり

｡手ふき

・モール

● ささ １

８２

０１２

７
６
２
３
－
－

２
２
１
く
３
１
－
一

図
図
図

図
道

題材 船をつくろう 月（時数） 7月（４時間）

目標
○牛乳パックや発泡スチロール，
に ９

板などの身近な材料で船をつく

出来上がった船で遊ぶ楽しさを味わわせる。

ることができるようにするととも

主な学習活動・内容
』角刀 意 点田

準備 関連内容

ｌ船について話し合う。

●

●

形，材料について

用具について

２船をつくる。

(1)船の形をつくる。

○組み合わせる。

○切る◎

など

(2)飾り付けをする。

● 色塗り・シールはり

３出来上がった船で遊ぶ。

（１）作品を鑑賞する。

(2)水に浮かべて遊ぶ。

●

｡

●

●

●

船の写真や絵，参考作品などを見せた

り，材料を見せたりして， どんな材料で

どんな船をつくりたいか話し合わせる。

牛乳パックを組み合わせて船の形をっ

くったり， 発泡スチロールや板などを船

の形に切ったりさせる。板などを切る際

教師が手を添え，安全に十分留意しなが

ら切らせるようにする。

材料に応じてシールやつまようじ，釘

などを準備し，自由に飾り付けをさせた

り，色を塗らせたりする。

工夫したところなどを発表させる。

プールで自由に遊ばせる。

･写真

● 絵

｡参考作品

･牛乳パッ

ク

°発泡スチ

ロール

°はさみ

・スチロー

ルカッタ

｡のこぎり

● 釘など

図3-8～1０

生･遊２－７



関連内容
占
'、、、

夏休みの思い出をかこう 月（時数）題材 ９月（２時間）

○夏休みの楽しかったことを思い出して，その様子が分かるようにかくことができるようにする。目標

・写真やパンフレット，絵カードなどを

使って，場所や具体的な場面を思い出さ

せる。

・自分の動きが分かるように動作させ，

かきたい場面のイメージを持たせて，画

面にかき込ませる。

・自分を中心にかかせるが，海や山など

の周りの風景もかき込ませ，夏休みの様

子が分かるように表現させる。

・筆の大きさや使い方を工夫させ，明る

さが表現できるような色を選ばせて塗ら

せる。

・色を重ねて塗り過ぎないように言葉掛

けをする。

・かいた場面を発表させたり，友達の作

品のよいところを発表させたりする。

主な学習活動・内容 留 意

図３－１，２，

７，１２

１４

準伽

●
●
●

夏休みの思い出を話し合う。

行った場所

したこと

楽しかったこと

１

２思い出を絵にかく。

（１）パスで下絵をかく。

・活動している様子

一周りの風景

（２）色塗りをする。

－４３２

道３－(1)

３作品を見せ合う。

題材 旗をつくろう 月（時数） ９月（４時間）

目標
○いろいろな色や形を組み合わせて旗をつくることができるようにするとともに，飾る喜びを味わ
わせる。

主な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

１旗つくりについて話し合う。

● 形，色，大きさなど

２旗をつくる｡

(1)台紙を選ぶ。

(2)模様をかく。

● 丸，三角，四角

(3)色を塗る。

●

９ 曲線

など

鮮やかな色の組み合わせ

３飾り付けをする。

（１）ひもに付ける。

(2)飾る。

●

●

●

●

●

万国旗を見せたり，運動会の会場に飾

ることを知らせたりして，製作意欲を高

める 。

旗の台紙は，三角形や四角形などの紙

やビニールなどをあらかじめ準備してお

き，子供に選ばせるようにする。

単純な形を組み合わせたり，同じ形を

繰り返させたりするが，あまり細かな模

様にならないようにする

る

◎

鮮やかな色を選ばせ，塗り分けさせ

。

セロハンテープなどで簡単にひもに付

けられるようにしておき，必要に応じて

補強する。

･万国旗

･参考作品

･旗の台紙

・クレヨン

・ペン

･絵の具

● ひも

・セロハン

テープ

図３－６９

図３－１４

１１
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題材 運動会を力、こ
や

つ 月（時数） ９月（２時間）

目標 ○運動会の楽しかった場面を思い出して， その様子が分かるようにかくことができるようにする
◎

主な学習活動・内容 意点属刀
Ｅ上！

準 備 関連内容

１運動会で楽しかった場面を話

し合う。

●

●

種目

楽しかったこと

２運動会の絵をかく ◎

(1)パスで下絵をかく
●

①

｡

波技，競技

応援

飾りなど

(2)色塗りをする。

３作品を見せ合う。

０

｡

＠

⑥

。

、

。

運動会のＶＴＲや写真を見せ，楽しか

った場面を思い出させる。

楽しかった場面を話させたり，動作化

させたりしてかきたい場面のイメージを

持たせる。

競技や演技の用具や万国旗などもかき

込ませ，運動会の様子が分かるように力

かせる ０

、

筆の大きさや使い方を工夫させ，力強

さや明るさが表せるような色を選ばせて

塗らせる。

色を重ねて塗り過ぎないように言葉掛

けをする。

かいた場面を発表させたり，友達の作

品のよいところを発表させたりする。

。ＶＴＲ

● 写真

｡万国旗

｡運動会の

用具類

。パス

｡絵の具

、 筆

｡画用紙

図３－１，２，

7，１２

１４

道２－(3)

4-(5)

，

迦材 箱で遊ぼう 月（時数） １０月（４時間）

標
○いろいろな縮をつなぎ合わせたり，切ったり，飾り付けをしたりしてつくりたいものをつく
遊ぶ楽しさを味わわせる。

って

主な学習活動。内容 留 意点 準備 関連内容

１鮪を使った遊びについて話を

聞く。

２箱で，つくりたいものをつく
ワ

ベ｡０

(1)つくりたいものを決める。

(2)自由につくる。

○つなぎ合わす。

○切ったり。穴を開けたり

する。

○飾り付けをする。

３できあがった作品で遊ぶ。

＠

０

０

０

｡

乗り物やロボットなど参考作品で活動

してみせて，つくりたいものをつくって

いくことに意欲を持たせる。

箱の大きさや形は，できるだけ豊富に

なるように準備する。

クラフトテープやカッターナイフなど

の扱いが困難な子供に対しては，教師が

適宜援助する。特に，安全面に配慮す

る◎

いろいろな材料を使って，飾り付けが

できるように，できるだけ多くの種類の

材料を準備する。

作品を見せ合ったり

たりできるようにする。

いきり活動し

･参考作品

。 ダンボー

ル箱

｡菓子箱等

・クラフト

テープ

｡カッター

ナイフ

｡はさみ

｡ 毛糸

°カラーテ

●

－プ

色紙

など

図２－７

3-5,6

図２－１０

3－８

図２－１１

3-4,5

生･遊３－８

道１－(2)



留
ユ旦匡

,ＩＥＡ 準 伽

みんでつくって飾ろう(みこし,縮づくり）題材 月（時数） 11月（８時間）

○身近ないろいろな材料を使い，協力して，組み立てたり，飾ったりしてみこしやお店をつくるこ

とができるようにする。
目標

主な学習活動・内容 占
ハ､､

図3-5～９

図３－１１

生｡自２－１

道２－(3)

関連内容

１みこしやお店の形やつくり方。土台や骨組みのつくり方についても，

などについて話し合う。簡単に話し合わせる。

２みこしやお店をつくる。。事前に，飾りに使えそうなものを準備

（１）材料や用具を準備する。するように家庭に連絡する。

。材料や用具は一か所に置いておき，い

（２）役割分担をする。つでも必要なものは取れるようにしてお

く。

（３）いろいろな材料を使ってつ．新聞紙や紙にのりを付ける，はる，色

くる。を付けるなど，役割を交代しながらつく

らせるようにする。

３飾り付けをする。。みこしの種類やお店の品物に合った飾

り付けを考えさせる。

４出来上がったみこしやお店に。工夫したところ，頑張ったところなど

ついて発表する。を発表させ，その良さを認め合わせる。

｡ダンボー

ル箱

・発泡スチ

ロール

･ベニヤ板

･新聞紙

･上質紙

・接着剤

･絵の具

･いろいろ

な材料や

用具

底1３－３

図３－１２

434

題材

目標

主な学習活動・内容

ユ自分のつくりたいものに診い

て話し合う。

・果物，動物，乗り物など

２紙粘．kでつくる。

(1)つくるものを決める‘：

(2)紙粘ﾆﾋでつくる。

(3)色塗りをする。

３みんなで作品を見る:：

４後始末をする。

紙粘土でつくろう

○紙粘土を使つ．Z，色や形挺気を付けながら，自分の好きなものをつくることができるようにす
句ロ

留 意点

。子供たちの様子から，果物や動物芯と

予想されるものの写真や絵カー｡,ﾐ，ミニ

チュアなどを準備しておきその特徴がと

らえやすいようにする。

。初めに粘龍で自由に遊ばせ，｛･分粘土

に親しませる。

。水をあまりつけすぎないように注意す

るが，子供たちがつくりやすいような柔

らかさに紙粘圭を，あらかじ功してお

〈。

。へらを使わせたり，ひごやストローーな

どの補助材料を付けさぜたりなどして，

特徴が出るように工夫させる。

．つくるときに頑張ったことや友達の作

品の良いところを発表きりる。

月（時数）
一一一

二0ﾉ３（４時間）

準備

｡紙粘土

･粘土板

･絵の具

･筆

関連内雰

図2-6,6

図３－４

図３－５～７

図３－１２

Z４

図３９

道４－<ﾕ）



－４３５

題材 版画 をしよ
亨

つ 月（時数） 12月（６時間）

目標 ○紙や粘土などで版をつくり，版遊びをして，写る面白さや楽しさを味わわせる。

主な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

１版のつくり方を知り，どんな

版にするか決める。

２版をつくる。

○台紙に紙や木の葉，布を↓ま

る０

○粘土台に型押しをする。

○くぎなどで絵や模様を力、

く。

○鉛筆などで下絵をかき，卜

ラペンアップで版をつくる。

３写して遊ぶ。

●
●
紙質や色を変えて

簡易印刷機で

４自分の作品を発表する。

●

①

。

●

●
●

●

参考作品を見せたり，刷って見せたり

して，版にして刷る面白さや楽しさを知

らせる。

のりがしっかり付いていないと刷ると

きにはがれやすいので，まんべんなくの

りを付けさせるようにする。

型押しの材料は家庭などからも持って

きてもらい，いろいろなものを版にし，

子供たちの版に対する興味・関心を高め

る◎

下絵をかかせるときには，子供たちに

身近で興味・関心のあるものにする。

紙や色を変えて，何枚も刷らせる。

バレンや手のひらでむらなくこすらせ

るようにする。

発表させ，表現の喜びを味わわせる。

･参考作品

･印刷用具

● 台紙

･はるもの

･製作用具
● 鉛筆

°トラペン

アップ

･印刷用具

･簡易印刷

機

国３－３

４
３
－
－
２
３
図
図

道２－(3)

図３－１２

題材 一つ く マフ て遊ぼう 月（時数） 1月（２時間）

目標 ○簡単な動くおもちゃをつくって，それで遊ぶ楽しさを味わわせる。

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

ｌ動くおもちゃについて話し合
”

つ◎

２つくりたいおもちゃを決め

る

●
●

０

自動車

船など

３動<おもちゃをつくる

(1)つくり方を聞く。

◎

(2)動くおもちゃをつくる。

①本体をつくる。

②車輪や帆をつくる。

③組み立てる。

④飾りを付ける。

４作品を見せ合う。

５出来上がったおもちゃで遊
ぶ ◎

●

●

写真や絵本を見せたり，実物のおもち

やで遊ばせたりして製作意欲を高める。

各部分の形の特徴や動く仕組みに気付

かせる◎

・発泡スチロール皿や紙コップ，空き締

●

●

●

など身近な材料を利用してつくらせる。

幾つかの材料を組み合わせて，本体の

形をつくらせる。

タイヤをつくる際は，発泡スチロール

皿にコップをかぶせ，何度もなぞらせて

切り抜かせる。

自分や友達のおもちゃの形や動き方の

違いを楽しませる。

●
●

写真

絵本

･おもちゃ

°発泡スチ

ロール皿

･紙コップ

･空き箱

･ストロー

･竹ひご

･油性ペン

● 色紙

･色テープ

・はさみ

生･遊２－７

図2-7,10

１１

3－６，１０

図３－１２

生｡遊３－８

，
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題材 鬼の
〃

且 をつくろう 月（時数） 1月（４時間）

目標
○紙袋などに顔をかいて色を塗ったり，角を付けたり，髪の毛を付けたりして面をつくり
使って遊ぶ楽しさを味わわせる。

， それを

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１鬼の面について話し合う。

２鬼の面をつくる。

（１）つくり方を聞く。

(2)鬼の面をつくる。

①目の位置に穴を開ける。

②：顔をかく。

③角を付ける。

④色を塗る。

⑤飾りを付ける。

⑥あごひもを付ける。

３作品を見せ合う。

４出来上がった面をかぶって遊

ぶ ◎

●

●

●

●

●

紙袋やダンボール箱などのかぶれる物

を材料として，立体的な面をつくらせ

る◎

紙袋などをかぶって自分の目の位置を

確かめさせてから，穴を開けさせるよう

にする。

角は紙を丸めてつくらせ，取れないよ

うに顔にしっかり付けさせる。

毛糸や布を髪の毛の部分などに付けさ

せる ◎

かぶって遊んでいる際に面が取れない

ように，ひもの長さを調節しながらあご

ひもを付けさせる。

･参考作品

● 紙袋

･ダンボー

ル箱

･はさみ

･画用紙

・パス

･絵の具

●

●

●

毛糸

布

ゴムひも

図３－５

図2-10

図２－３

図２－１２

3－１２

題材 いろいろな７
一

ソ

、
｜
ノ

Ｌ
ｌ
ｌ
Ｓ･でつくろう 月（時数） ２月（４時間）

目標
○空き缶や空き容器，空き箱，木切れなど，身の周りにあるいろいろな材料を使って，好きなもの

をつくったり ７ 工夫したりする楽しさを味わわせる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１いろいろな材料を見て話し合

声

つ。

●

●

材料

つくる物

２材料を構成する。

●

ツ

乗り物，動物，‘怪獣

卜など

３作品を見せ合う。

ツ ロボ

●

●

●

●

事前に空き缶や空き容器，空き箱など

を集めさせておくが，使えそうな材料を

教師の方でも準備しておく。

いろいろな材料を並べたり，組み合わ

せたりすると，何に見えるか，何が出来

そうか，実際にさせながら考えさせる。

子供の発想やイメージなどを大切に

し，思いに合わせて自由に構成できるよ

うにする。活動に見通しが持ちにくい場

合は，子供が興味・関心を持っているも

のをつくるように援助する。

工夫されている点などを賞賛する。

･空き缶

｡空き容器

･空き箱

･木切れ

など

・セロハン

テープ

･接着剤

図３－９

図3-5～７

図３－１２



－４３７

題材 ひな人形をつくろう 月（時数） ３月（４時間）

目標
○いろいろな材料を使ってひな人形をつくることができるようにするとともに，飾る楽しさを味わ
わせる。

主な学習活動。内容 留意 準備 関連内容

ｌひな祭りについて話し合う。
● 期日，飾りなど

２ひな人形をつくる。

(1)つくり方を知る。
(2)ひな人形をつくる。
○頭や顔をつくる。

○胴体をつくる。

●
●
●
●

色塗り

色紙はり

飾り付け
頭を付ける

○びょうぶをつくる。
●
。
色塗り

色紙はり

３出来上がったひな人形をひな
段に飾る。

●

●

＠

●

。

。

＠

、

ひな人形を見せて，人形をつくること
への意欲を持たせるとともに，びょうぶ
などの飾りのあることに気付かせる。
子供の実態に合わせて，空きびん，発
泡スチロール，千代紙，和紙，卵のから
などを準備し，いろいろ組み合わせて人
形をつくらせる。

女びな，男びなに合った色を選ばせて
塗らせたり，千代紙や和紙などをはらせ
たりする。
女びな，男びなに合わせて髪型を工夫
させたり，扇子や帯なども付けさせたり
する◎

子供の実態に合わせて，はさみやセロ
ハンテープを使わせる。
びょうぶなどの飾りもつくらせ，ひな
人形と一緒に飾る喜びを味わわせる。
工夫したところや友達の作品の良いと
ころを発表させる。
それぞれのひな人形をひな段に飾り，

飾る喜びを味わわせる｡

･ひな人形

･空きびん

｡発泡スチ
ロール

｡千代紙
･和紙
．卵のから

｡接着剤
・セロハン

●

テープ

のり

・はさみ

･ひな段

図３－４，５，
９，１１

12,14

道３－(１）

趣材 プレゼントをつくろう 月（時数） ３月（４時間）

|］標
○いろいろな材料や用具を使って，卒業生やお世話になった人などへのプレゼントつくりを通し
て，つくる楽しさや贈る喜びを味わわせる。

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

１プレゼントについて話し合
声

つ

●

●

◎

何をつくるか

誰にプレゼントするか

２プレゼントをつくる。

●

●

●

壁飾り

置物

使うものなど

３カードをつくる。

●

●

自分や相手の名前

送る言葉

など

４作品を見せ合う。

０

●

●

●

５年生は６年生に，６年生はお世話に

なった先生や親などにプレゼントするこ

とを意識付け，意欲を持たせる。

り

子供の実態に応じて，形をつくった

， 材料をはったり，色を塗ったりでき

るように

〈◎

， ある程度教師が準備してお

プレゼントする人に合わせて名前を書

いたり，言葉を書いたりさせる。

大切に扱うようにさせる。

･参考作品

● プレゼン

卜つくり

の材料

･カード

道２－(4)

図3-4～６

国３－１５，

1７

図3-12,

1４
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題材 こいのぼりをつくろう 月（時数） ４月（２時間）

目標
○大型のこいのぼりを共同製作することを通して，みんなで協力してつくりあげる喜びを味わわせ

るとともに，色や形の組み合わせを工夫して表現することができるようにする。

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

１こいのぼりについて話し合
”

つ。

●

●

種類

目的

２どんなこいのぼりをつくるか

を決める。

● 色，大きさ，形等

３こいのぼりをつくる。

（１）目 ，

つくる ０

うろこ ９ しっぽなどを

(2)各部分を本体にはりつけて

完成させる。

４作品を鑑賞する。

●

●

●

●

●

こどもの日に掲げるだけでなく，小運

動会の種目や会場設営でも使われること

を知らせ，意欲を高める。

材料にはビニールごみ袋等でおおよそ

の輪郭をつくった物を準備し，どのよう

なものにする力､のイメージを持たせる。

製作部分の役割分担をさせ，個々の技

能に合った活動になるようにする。

各部分品については，生徒の発想を十

分に生かすようにする。

しばらくは教室の設営に使う。

。こいのぼ

り

･ビニール

●

袋

色紙

･はさみ

● のり

美４－１３

美4-10

美4-6,5

題材 見て力、こ
亨

つ 月（時数） ４月（２時間）

目標 ○友達や果物などの特徴をよく観察しながら，形や色などを考えて伸び伸びと表現することができ
るようにする。

主な学習活動・内容 J員刀
意 点田 準備 関連内容

lかく対象について話し合う。

２かく対象を決める。

３対象物（友達や果物等）を力、

く◎

(1)全体の輪郭をかく。

(2)細かい特徴をかく。

(3)着色する。

４作品を鑑賞する。

●

●

●

●

●

友達の顔を見せ合ったり，本物や模型

の果物や静物画等を見せて，表現意欲を

高める。

対象の特徴について気付かせる。互い

に発表させるなどして，形，大きさ，色

合いの特徴のイメージをはっきりさせ

る◎

大きく大胆にかかせるとともに，部分

的には絶えずよく見て特徴をとらえるこ

とができるように配慮する。

細かい着色ができない生徒には，輪郭

が分かるようにクレヨン等を使わせる。

いかにうまく特徴をとらえているかに

ついて紹介し，自信を持たせる。

ン

紙
具
ョ

物
用
の
し

果
花
画
絵
ク

●
●
●
●
●

4-14

4-2,1

4-8,2

4-13

美
美
美
美



題材 動物を力、こ
亨

つ 月（時数） ５月（６時間）

目標
○動物の顔や形，動きなど特徴をよく観察し，見たこと感じたことを伸び伸びと表現することがで
きるようにする。

主な学習活動・内容

１いろいろな動物を見る。
●

２かきたい動物を決める。
●

３動物をかく ◎
●

(1)下絵をかく 。

(2)着色する。

４作品を鑑賞する。
●

留 意

実際に動物園等で観察させ，実物の大

きさの迫力を感じさせたり，羽根の色の

美しさに感動させたりして，製作への意

欲化を図る。

感動の薄れないうちに，その場で決め

させるとともに，感動した点について教

師も共有できるようにする。

画用紙いつぱいにかかせるように指導

するが，それぞれの動物のイメージを尊

重して伸び伸びとかかせるようにする。

スケッチ大会の作品として，学級や学

部もしくは学校での鑑賞の場を設定する

ようにする。

題材 くるまをつくる
ｰ

つ 月（時数）

準備 関連内容

美４－１，１４

● 画板

･マニラボ

－ル

･絵の具 美４－２

美４－６

６月（４時間）

'１棟
○ 身の周りの形や材質の異なったいろいろな材料をくるまの各部分に見立て， 製作することでくる

まをつくる楽しさや出来上がった作品で遊ぶ喜びを味わうことができるようにする。

な学習活動・内容

lくるまについて話し合う。

２１'1分かつくるくるまを決め

る◎

３<るまをつくる。

(1)ｔ台をつくる。

(2)飾り付けをする。

(3)タイヤを付ける。

４作I1IiIlを蝋波したり，遊んだり

する ◎

●

●

●

●

留 意点

生活単元学習「バスや電車の利用」と

関連付けていろいろな乗り物の種類につ

いて話し合い，製作への意欲化を図る。

ダンボール箱や牛乳の空パックなど，

廃材を土台にして，イメージ形成の援助

になるようにする 。

タイヤ等，動かすための部品について

は既製のものを利川するなどして，生徒

にはデザイン，装飾の部分で様々な工夫

の機会を与えるようにする。

それぞれの作ＩＩＩｉＩＩの［夫点について紹介

し，ノ[いの成果を認め合うようにする。

439

準備

●

●

図鑑

模型

● ダンボー

ル締

｡空き鮪

・タイヤ

･キャップ

● 色紙

● のり

・はさみ

･色セロハ

ン

関連内容

美４－１

美４－１０

美４－１１



－４４０

’

題材 七夕食棚をつくろう 月（時数） ７月（４時間）

目標
○形の繰り返しリズムの面白さや色合いの違い，
ことができるようにする◎

組み合わせを考えながら， つなぎ方等を正犬する

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

l七夕飾りについて話し合う。

２どのような飾りをつくるかを

決める。

３飾りをつくる。

４飾りを鑑賞する。

①

、

●

●

七夕のいわれについて資料を基に知ら

せ外参考作品等により七夕飾りつくりに

●

ついて意欲化を図る。

友達の作品や教師の作品で例を示す。

生徒たちには人の作品を参考にしたり，

自分のアイデアで新しい飾りを考案した

りするように提案する。

る

願い事についても書いて飾り付けさせ

◎

I輪飾りなどの従来の飾りだけでなく，

色や形の組み合わせで工夫のすばらしい

ものがあれば随時取り上げて紹介する。

それぞれの工夫点について認め合い，

ささに飾り付けさせる。

･ささ竹

･参考作品

･紙芝居

●

●

色紙

のり

・はさみ

美４－１３

美4-5,6

美４－１４

迦材 いかだをつくろう 川（時 ６Ⅱ（４１１洲Ｉ）

目標
○身の周りのいろいろな材料を切ったり組み立てたりして製作することで．つくる楽しさや川米l：
がつたいかだで遊ぶI､，,iびを味わうことができるようにする。

lミな学習活動・内容
占
〆ら，、

１，２発

I[ｇＡ
動
山 準 備 閃辿内奔

lいかだについて話し合う。

２どんないかだにするか決める

３いかだをつくる◎

（１）土台をつくる。

(2)飾り付けをする。

(3)組み立てる。

４作品を鍛賞し，水に浮かべて

遊ぶ０

● プール淵きと関迎付けて水遊びの楽し

さについて話し合い，いかだ製作への意

欲化を図る。

。椛造については，

●

、

●

●

ノ、 フ ンス等について

教師の方で考慮しておく。生徒には船上

の形やデザインの面での決定を中心にさ

せる。

材料については比較的加工の容易な発

泡スチロールや木材を準備し，生徒が自

ら自由に切ったり組み立てたりできるよ

うにさせる。

工具等の取扱いには十分留意させる。

プールで自由に遊んだり，学年対抗で

競技やゲームを行わせたりする。

・ＶＴＲ

●

●

写嘆

合板

・タイヤチ

ユ －ブ

｡木材

･発泡スチ

ロール

｡耐水絵の

目
一一●

〆色、

･のこぎり

｡かなづち

生･遊３－８

美４－１０，１１



逆材 ：スターをかこう（運動会） 月（時数） ９月（４時間）

１１標
○簡単な表現技法を経験させるとともに，知らせたいことがよく分かるように，色や形を工夫して
表現できるようにする。

、

な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

１ポスターについて知る。
＠ 来てほしい人について話し合うことで 。ＶＴＲ

● 役割 ポスターの意義について理解させる。 美４－１４

２工夫すべき点について考え 、 参考作品について評価し合うことで， ｡参考作品 美４－６

る◎ 工夫すべき点について気付かせる。

３運動会のポスターをつくる◎ 。実態に応じて，ステンシル，コラージ ｡絵の具 美4-7,6

(1)図柄や配置を考える。 ユッ バチック等の技法を用い，それぞれ ｡マニラボ

(2)下絵をかく。 の生徒のイメージが実現されるようにす 一ル紙

(3)文字を入れる。 る。
。 ブラシ等

(4)着色をする。

４作品を鑑賞する。
｡ 互いの作品を鑑賞し合う中で，どのよ

(1)作品を発表し合う。 うな工夫が効果的であったかについて気

付かせる。

(2)作品を掲示する。
● 近所の商店等にはらせてもらい，生活 ・ビニール

で生かされることを実感させる。 袋

題材 こんなノ 芸事をしてみたい 月（時数） ９月（４時間）

○自分の将来の夢や好きな仕事についてイメージを膨らませ， 画用紙いつぱいに伸び伸びと表現す
目標

ることができるようにする◎

主な学習活動。内容

１いろいろな職業について話し ●

合う。

２自分のかきたいテーマを決め ●

る０

● つきたい職業

・かきたい場面

３絵に表現する。
⑤

(1)下絵をかく 。

(2)着色する。

４作品を鑑賞する。 、

留 意点

様々な仕事についての資料を準備する

ことで，テーマを自由に考えることがで

きるようにする。親の職業についても話

題にする。

自分の特技等についても考えさせ，

テーマに現実感を持たせるようにする。

たくましさ ？ 美しさ，楽しさ等のイ

メージを意識させ，伸び伸びとかかせる

ようにする。

互いに作品を鑑賞させ，工夫点を発表

させる。

－４４１

準備 関連内容

● 写真

。ＶＴＲ 生･遊１０－１

美４－１

･職業関連

道具

・マニラボ

一ル紙

･絵の具



－４４２

題材 ポスターをかこう（附養まつり） 月（時数） １０～１１月（４時間）

目標
○様々な表現技法を経験させるとともに，知らせたいことがよく分かるように，色の寒暖の組み合
わせや図柄の配置を工夫して表現することができるようにする。

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

１附養まつりのポスターについ

て話し合う。

●

●

附養まつり

表示内容

２附養まつりのポスターを力、

〈◎

(1)図柄や配置を考える。

(2)着色をする。

(3)文字を入れる。

３作品の鑑賞をする。

４作品を掲示する。

●

●

●

●

●

.､附養まつりについて話し合わせるとと
●

もに，運動会のポスターについて思い出

させることで，ポスターの意義について

再確認させる。

生徒の実態に応じた技法を用いるよう

にするが，なるべく運動会のポスターと

は別の技法になるようにする。

期日，場所等のレタリングについては

実態を考慮し，教師の方で準備する。

互いの作品の色や形，配置等の工夫に

ついて発表し合えるようにする。

近所の商店等にはらせてもらい，生活

で役立つ喜びを味わわせる。

･既製のポ

スター

・マニラボ

一ル紙

･絵の具

● はけ

・ローフー

・ビニール

袋

美４－１４

美４－８

美4-5～７

題材 お 萱 をつくろう 月（時数） 10月（６時間）
－

目標
○身の回りの形や材質の異なったいろいろな材料を， いろいろにイメージしながら組み合わせ，お
面をつくる楽しさや出来上がった作品で遊ぶ喜びを味わうことができるようにする。

主な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

lお面について話し合う。

２つくりたいお面を決める。

３お面をつくる。

●

●

●

形づくり

装飾

彩色

４作品を身に着けて遊んだり，

飾ったりする。

●

●

●

既製の様々なお面等を準備し，実際に

かぶったり遊んだりすることで意欲を高

める ◎

動物や，アニメ，原始芸術の写真など

を提示することで，自由なテーマの決定

を促す。

材料は廃材など身の回りの物を豊富に

準備し，イメージに応じた様々な見立て．

を援助できるようにする。

・作品によっては，服の部分まで製作さ

●

せダイナミックな変身ができるように工

夫させる。

教室外まで活動範囲を広げるようにし

て，表現の喜びを味わわせる。

･既製のお

●

面

写真

･図鑑

･ダンボー

●

ル

プラボト

ル

･空き箱

● ビニール

袋

･絵の具

● 鏡

4-13

4-12

4-10

4-4,11

美
美
美
美



’
題材 カレンダーをつくろう 月（時数） １１～１２月（４時間）

○ カレンダーつくりを通して版画の簡単な技法を身に付けるとともに， 自分の作品が家庭の中に１
目標 年間飾られ役立つことの喜びを味わうことができるようにする◎

主な学習活動・内容

１カレンダーについて話し合
苧

つ。

２来年のカレンダーのテーマを

決める。

３カレンダーの製作をする。

(1)原画をかく 。

(2)版をつくる。

● 木版 ツ ゴム版，芋版，ス

テンシル，紙版等

(3)原版に着色し，刷る。

４作品の鑑賞をする。

●

●

●

●

留 意点

参考作品等を基に，カレンダーの機能

面のことだけでなく，楽しく鑑賞できる

装飾面の意義について気付かせる。

1年間の暮らし，アニメ，友達の顔，

動物等，自分の描きたいものを決めさせ

る。表現技法との関係で，あまり複雑な

ものIこならないように指導する。

版画紙については既製のものを使用し

図柄デザインだけの製作になるようにす

る◎

作品は自宅に持ち帰らせ，１年間飾つ

て使ってもらえるようにする。

題材 クリスマスのかざりをつくろう 月（時数）

目標
○素材の形を生かした形の組み合わせや色の組み合わせを工夫しながら，
作することができるようにする。

主な学習活動・内容

１クリスマス会について話し合
ｰ

つ 。

２つくる飾りを決める。

３飾りをつくる。

４飾り付けをして雛賀する。

●

●

●

留 意点

昨年のクリスマス会のＶＴＲや，様々

な資料から装飾の様子について気付かせ

る。

既製のオーナメントや参考作品及び飾

りなしのツリー等を提示し，イメージを

膨らませるとともにつくりたいものの明

碓化を図る。

クリスマスに関述のある赤，緑， 白を

基調にしながら自由な発想や組み合わせ

の工夫を促すようにする。

・ツリーに飾り付けさせ，互いの工夫点

について気付かせる。学部のクリスマス

会でも紹介の場を設定する。

443

準備

･参考作品

･既製の力

レンダー

･アニメ絵

本

･動物図鑑

・はさみ

● 版

● のり

･版画紙

● インク

関連内容

美４－１３９ 1４

美４－１

美４－６

美４－３

12月（４時間）

様々なオーナメントを製

準備

・ＶＴＲ

、 写真

･既製のオ

－ナメン

卜

・ツリー

･色画用紙

・カップ容

器

● 色紙

関連内容

美４－１４

美４－７ワ ８

１０

美４－１３



444

題材 たこをつくろう Ｈ（時数） １月（4111州）

目標
○水や竹， ビニール'Wfのいろいろな素材の性質を考え，バランスにW{意しながら組み立てたり，色
の組み合わせにfW怠しながらデザインしたりして簡単なたこをつくることができるようにする。

な学課活動・内容 意点風ノブ
１１１

準 伽 側迎内奔

lたこについて話し合う。

２たこのつくり方について知

る◎

３たこをつくる。

、

｡

絵かき

'骨組み

４揚げたり飾ったりする。

●

●

＠

●

たこつくりやたこあげの経験について

振り返らせ，製作への意欲化を図る。

参考作品（完成品）を提示することで

イメージをはっきりさせ，つくり方の予

測が立てられるようにする。

生徒の技能に応じた構造のものを準備

するようにするが，骨組みはバランス等

に狂いがないように教師が援助する。絵

↓ま自由な表現になるように配慮する。

美術の時間だけでなく，他の学習の時

間，休み時間等を利用して楽しく遊べる

ようにする。

｡参考作品

･竹ひご

● 角材

｡絵の具

。ビニール

袋

美４－１２

美４－１０

美４－１

題材 人チ妻をつくる
ｰ

つ 月（時数） 1～２月（４時間）

目標
○粘土によって劇における自分の役の特徴をとらえた人形を製作することができるようにするとと
もに，それを使って遊ぶ楽しさを味わうことができるようにする。

主な学習活動・内容 意点j員刀
f日

準 備 関連内容

１学習発表会の劇について話し

合う

、

●

。

登場人物

自分の役柄

２人形をつくる。

（１）人形のポーズを決める。

(2)粘土で形をつくる

(3)着色をする。

３鑑賞をする。

。

（１）互いの作品を見る。

(2)劇遊びをする。

(3)飾る。

●

●

登場人物の人柄や特徴などについても

触れ，創作意欲の喚起を図る。

●

役柄にふさわしいポーズや表'情が表現

できるように，様々 な状況をイメージさ

せる。骨組みを工夫することで置物とし

て使えるようにバランスのとれたものに

なるようにする。

劇のＢＧＭを流しながら紹介するなど

雰囲気づくりを工夫する。

｡劇の台本

● 土台

｡粘土

｡絵の具

･テープレ

コーダー

美４－１２

美４－４

９４韮丞



445

i‘‐

題材 記念品をつくろう 月（時数） ２～３月（６時間）

目標 ○全体の形や色，大きさのバランス等に留意しながらモザイク，はり絵，立体作品などを共同で製
作し，飾る喜びを感じることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

ｌ記念の作品について話し合
声

つ ◎

２作品を決める。

３製作をする。

（１）全体の下絵をかく。

(2)分割する。

(3)分担で製作する。

(4)組み合わせる。

４作品を飾る。

●

●

●

●

残り少なくなった学年度について知ら

せるとともに，現在のメンバーで中学部

が構成されるのもあとわずかであること

を確認させ，共同製作の意欲を高める。

過去の作品や資料を参考にし，生徒の

興味・関心の対象等から選ぶ。

立体作品の場合は，イメージスケッチ

等で見通しを持たせ期待感を持たせると

ともに，全体のバランスについても考え

させる。

玄関や廊下の壁面に飾るなど全校的に

紹介の場を設ける。

･参考作品

● 写真

･ベニヤ板

･絵の具

・タイヤ

● アクリル

板

美４－１４

美4-12,8

題材 プレゼン 、 をつくろう 月（時数） ２月（４時間）

目標 ○粘土やプラスチックなどいろいろな素材の性質を考え，色の組み合わせを工夫してプレゼントを
つくる楽しさや使ってもらう喜びを味わうことができるようにする。

主な学習活動・内容 留意 準伽 関連内容

１プレゼントについて話し合
や

つ ◎

２どのようなプレゼントにする

力､を決める。

３プレゼントをつくる。

４プレゼントを贈る。

●

●

卒業生などの写真を見せて，プレゼン

卜を贈る対象について確認し，製作への

意欲を高める。

自分の贈る相手を決めさせ，どのよう

なプレゼントが似合うかについてイメー

ジを明確にさせる。

・ブローチ，ペンダント

●

●

， 壁飾りなど，

生徒の実態に応じてつくるものを選択す

る。大きさ，色合いのバランスなど工夫

をさせる。

自分のものをペアでつくらせるのもよ

いｏ

お別れ会等の機会に贈るようにする。

チ

写真

粘土

木材

プラス

ック

接着剤

ひも類

●
●
●
●
●
●

道２－(2)

美4-10,11

美4-6,9



’

－４４６

胃三豊皇書Ｋ

題材 凧＋雪を力、こ つ 月（時数） Ｌ〃ノー」、工・・ｕＢ胃Ｊノ

目 標
○身近な風景を見て春の自然や建造物のもつ感じを感じ取り，物の位置や形などを工天したり，
，､目の怖い方葬若えたりして伸び伸びと表現できるようにする。

;伝

主な学習活動・内容
占意，､､、頂刀

田
準 備 関連内容

１校外に出掛け， 春の風景やか

きたいものについて話し合う。
●

徴

野山の色合いや建造物の特

２風景をかく。

(１）

る

かきたいものの形をとらえ

◎

(2)周りの様子をかく

(3)着色をする。

３作品を展示し，

◎

鑑賞し合う。

●

●

●

春の様子のと らえやすい場所や生徒の

関心のある対象物がある場所へ出掛け，

対象物の様子や季節の変化に気付か

●

る◎

主題を明確にとらえさせ，

きく表現させる。

せ

対象物を大

絵の具や筆などの用具の扱いや混色の

仕方についての指導も行い，

を工夫させる。

作品を校内に展示し，

工夫したところなどＩ

表現の仕方

お互いに表現で

こ気付かせる。

･画用紙

･画板

･描画材料

亀４－１４

美５－１，４

美４－１３

一

題材 顔をつくろう 月（時数） ４月（４時間）

目標
○ 友達や教師の顔の表情や形をいろいろな角度か
く立体表現ができるようにする◎

ら観察し， 表したい感じを用具などを使って楽し

主な学習活動。内容
占意，､､、夙刀

田
準 備 関連内容

１友達や先生の日

ついて話し合う。

●
●

ごろの様子に

怒ったときや喜んだとき

２つ

る◎

よいところや好きなところ

くる友だちや先生を決め

３顔を立体に表す。

(1)つくりたい感じが表せるよ
声

つ に ， 目や鼻，口の形や位置
を工夫する。

(2)顔の表'情や形を観察する。
(3)用具を使って細かな部分を
つくる ◎

(4)彩色（着色）をする。
４できた作品を展示，鑑賞す
る。

●

●

●

③

や

(ク

行事

，

の思い出や休み時間の様子などか

友達や先生の印象や顔の表情のイ
メージを持たせる。

顔にはいろいろな表情があることに気
付かせ，

０

る。

表情による顔の特徴を印象付け

塑像や彫刻などの表現の方法や粘土や
発泡セメントなどの表現材料を個々 の生
徒の能力や材料経験を考慮して準備す
る◎

観察↓姓って細かな特徴に気付かせた

リ，言葉掛けによりイメ
せたりする。

一ジを明確にさ

お互いに表したい感じを表現できたと
ころを認め合わせ，

せる。

表現の喜びを感じさ

●

●

写真

粘土

。発泡セメ

ン卜

幸

・へゎ

･彫刻刀

｡着色材料

堤５－１

美５－３

美４－１１

美５－１３



１

題材 ノ吏うものをつくろう 月（時数） ６～７月（８時間）

目標
○自分たちの使うものの用途や美しさを考えて，形や色などを工夫したり材料を生かしたりしてつ

くりあげる喜びを味わわせる。

主な学習活動・内容

１身近な使うものについて話し

合う。

● 用途・材料・形

２材料を基につくりたいものを

決める。

● 伝言板，ペン立てなど

３つくるものの簡単なスケッチ

をする。

４製作する。

（１）材料を加工する。

(2)装飾する。

５作品を飾ったり，使ったりし

て鑑賞する。

●

●

●

●

留 意

身近な日用品などを提示し，身の周り

の物が使いやすく，楽しく使えるように

色や形が工夫されていることに気付かせ

る◎

いろいろな形の材料や用具を準備し，

自分のつくりたいものに合わせて選択で

きるようにする。

用途に合わせて使いやすい形や配色を

考えさせながら，それに応じた材料や用

具の使い方を工夫させる。

出来上がった作品を実際に活用させ，

つくり上げた喜びを感じさせる。

題材 ポスターをつくろう 月（時数）

準備 関連内容

･参考作品 美５－１３

･材料 美５－５

･画用紙 美５－１２

･接着材料 美5-6,8

･色紙

･着色材料 美５－１０，１１

９月（４時間）

目標
○伝えたい内容を考えて，形や色などの組み合わせや図柄を工夫してポスターをつくることができ

るようにするとともに，作品を掲示し，社会で役立つ喜びを味わわせる。

主な学習活動・内容

ｌいろいろなポスターについて

話し合う。

● 伝えている内容

● 図柄や文字

２つくりたいポスターについて

考える。

(1)伝えたい内容を考える。

(2)掲示する場所を考える。

３ポスターをつくる。

(1)図柄や文字の配置や配色を

考える。

(2)下絵をかく。

(3)文字を入れる。

４作品を掲示する。

留 意

● 様々なポスターを参考として提示し，

ポスターの役割や必要な内容について考

えさせる。

● 運動会や委員会活動などの身近な生活

の中から伝えたい耶柄を決めさせる。

● ＯＨＰなどを使って簡噸な図柄や配置

を考えさせ，アイデアがまとめられやす

いようにする。

● 生徒の表現方法に応じられるように

様々なデザイン技法の川典などを準備す

る。

● 生徒たち脚ら校内外に掲示させる。

－４４７

準備 関連内容

・ポスター

美４－７

・ＯＨＰ

･面用紙 美5-5,4

･蒋色材料

● 綱 、ロ－

フー 等

･ペン類

･色紙
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迦材 運動をする人をつくろう 月（時数） ９月（４時間）

襟
○運動会での競技や身近なスポーツの様子を思い出し，体の動きやバランスをとらえて立体に表現
する楽しさを味わわせる。

主な学習活動・内容 意点風ﾉブ
１１１ 準 伽 関辿内容

１運動会の競技や興味のあるス

ポーツの様子を思い出す。

●

●

運動している様子

楽しかったことなど

２つくりたいものを決める。

３運動をしている人をつくる。

(1)心材で大まかな動きをつく

る。

(2)粘土で肉付けをする。

(3)着色をする。

４作品を鑑賞し合う。

●

｡

。

②

写真やＶＴＲなどを使って運動会や身

近なスポーツの様子を思い出させたり，

実際に活動させたりしてイメージを持た

せる。

友達同士で交互にモデルとなったり，

教師が動きを強調して再現して見せたり
●

して，体の動きやバランスをとらえさせ

る

る

◎

細部にこだわらず，大まかに表現させ

。

自分や友達の作品でよく表現できたと

ころや工夫したところなどを発表させ，

お互いに作品に関心を持たせる。

＠ 写真

．ＶＴＲ

｡心材

＠

●

針金

粘土

｡着色材料

美５－１，５

美４－１３

題材 動くお うちやをつくろう 月（時数） １０月（６時間）

目標
○動きを生かしたり，材料や用具を工夫して活用したりしながら，
つくったり遊んだりすることができるようにする。

計画を立てて楽しくおもちゃを

主な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

１いろいろなおもちゃの動きや

仕組みを調べる。

２動きの仕組みや材料について

話し合う。

３つくりたいおもちゃを決め

る◎

（１）仕組みを基に試作する。

(2)材料や用具を考える。

４おもちゃをつくる。

５つくったおもちゃで遊ぶ。

●

。

⑤

、

。

民芸品や簡単なおもちゃなどで遊んだ

り操作させたりして，動きのおもしろさ

や仕組みに気付かせる。

動きの仕組みとなる部分はあらかじ砧

準備し，様々な角度からとらえさせなが

らいろいろなものに見立てさせる。

様々な素材の材料を準備し，つくりた

いものの感じが出るように材料を工夫さ
夕

せる◎

材料の加工に応じた用具や扱い方を理

解させる。

動きのおもしろさや工夫した点を生徒

相互に評価させ，楽しさや，満足感を味

わわせる。

｡おもちゃ

｡ 材料

｡接着剤

｡切断用具

｡着色材料

美５－１３

美５－８

美５－４

？

？

５

10



－４４９

題材 飛ばして遊ぼ
≠

つ 月（時数） 1月（６時間）

目標

○簡単な設計図や説明書を見て用具や材料を選んだり，つくりたいものの美しさを考えて装飾した

りして，たこや飛行機などを計画的につくることができるようにするとともに，つくったもので遊

んだり飾ったりする楽しみを味わわせる。

主な学習活動・内容 留意 準備 関連内容

１飛行機やたこについて話し合
芦

つ。．

２つくるものを決める。

(1)材料や用具を考える。

(2)部品の種類や大きさを調べ

る◎

３製作する。

(1)材料を加工する。

(2)部品を取り付ける。

(3)装飾をする。

４飛ばして遊んだり，飾ったり

する◎

●

●

●

●

グライダーやゴム動力の模型飛行機，

たこなどを提示したり，遊んだりして製

作への興味・関心を高める。

実態を考慮して製作するものを選ばせ

るとともに簡単な説明書を準備し，それ

を基に材料や用具，部品を調べさせる。

製作手順を参考作品で提示したり，加

工の仕方を示範したりしながら，製作へ

の見通しを持たせやすくする。

作品を飛ばして遊んだり，お互いに見

せ合ったりしながらつくりあげた喜びを

味わわせる。

･参考作品

●

●

ひご

紙

･説明書

･接着剤

･着色材料

美５－５

美5-12,10

美５－１１

題材 ノ士事をする人をかこう 月（時数） １１～12月（８時間）

目標
○仕事場の働く人の様子をものの位置や形を工夫して表現するとともに，木版などの版画の特徴を

考えて版画にすることができるようにする。

主な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

１身近な職場や現場実習での様

子について話し合う。

●

●

仕事場の様子

仕事をする時の気持ち

２下絵をかく。

(1)かきたいものを決める。

(2)大まかな構図を決める。

(3)下絵をかく。

３製版する。

(1)版木に写し取る。

(2)彫る

４刷る。

◎

５作品を展示し，鑑賞し合う。

●

●

●

●

写真やＶＴＲなどを使って家庭の仕事

や実習での仕事の様子を思い出させ，頑

張ったことや楽しかったことなどのイ

メージを持たせる。

職場での様子などを思い出させ表現し

たい内容を明確にさせる。

生徒の表現の実態や経験を考慮して，

木版やリノリューム版，ゴム版などを準

備したり，陽・陰刻，多色刷りなどさせ

たりする。

彫刻刀などの用具の安全な取り扱いに

ついて十分な指導を行う。

Ｒ
刀
ク
紙
ン

紙

真
Ｔ
用
ン

材
刻
ン
用
し

写
Ｖ
画
ぺ
版
彫
イ
画
（

●
●
●
●
●
●
●
●
●

美５－１

美５－２

美５－１０

美４－１３
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題材 記念品をつくろう 月（時数） ２～３月（１２時間）

目標
○１年間の思い出を基に，壁面や立体作品などのモニュメントを共同してつくる楽しさを味わわせ
る◎

主な学習活動・内容 留 意点 準備 関連内容

１つくりたいものを話し合う。

●

●

壁画

立体作品など

２材料やつくり方を調べる。

３製作する。

（１）下絵をかく。

(2)製版する◎

(3)仕上げをする。

４作品を設置する。

●

●

●

●

卒業生の共同製作した作品や身近にあ

る立体作品等を参考にさせ，自分たちの

つくりたいものを決めさせる。

これまで経験した材料や製作方法を手

掛かりにさせたり，新たな材料や製作方

法を示したりして製作への見通しや興味

を持たせる。

生徒たちの下絵を組み合わせたり，分

担して製作させたりして，個々の生徒の

表現活動が十分に生かされるようにす

る。

出来上がった作品を自分たちで設置さ

せ，つくりあげた喜びを味わわせる。

･参考作品

●

●

材料

用具

･画用紙

美5-5～７

美5-10,11

美５－１３




